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はじめに 

 

人々が家族や自らのために「健康」を願う心は、どんな時代になったとして

も変わることがないのではないでしょうか。この「健康」への願いをかなえるこ

とこそが、市民に最も身近な基礎自治体の役割であると捉えています。 
 このような考えから、大和市は、平成２０年９月１日、ＷＨＯ（世界保健機関）

西太平洋地域で健康都市を推進する都市間ネットワークとして発足した「健

康都市連合」に加盟しました。さらに、翌年 2月 1日の市制５０周年の節目に

は「健康都市 やまと」宣言を行い「人」「まち」「社会」の３つの健康の向上を

目指す姿勢を表明いたしました。また、「総合計画」においても、全ての世代の

方々が健やかで康らかな生活を実感できる「健康都市」の実現を目指す将来都市像を掲げ、市政運営

に取り組んでおります。 

健康都市の実現を目指し、取り組みを進める中で、少子高齢化・人口減少の進行や激甚化する自然

災害の発生、DX の推進など、我々の生活環境を変化させる様々な出来事がありました。特に、令和元年

１２月に発生が確認された新型コロナウイルスは、世界中で感染拡大し、人々の生活を一変させました。 

しかしながら、令和５年５月８日から、感染法上の分類が、季節性インフルエンザと同じ「5 類」に引き

下げることが決定されるなど変化が見られるようにもなり、コロナウイルスが社会に存在していることを

前提とした上で、市民の皆様の健康と命を守ることを最優先に、真に必要な施策は何であるかを見極め

ながら、対応していく必要があります。 

健康都市プログラムは、総合計画の中から市民の健康を増進するための重要施策を抽出し、まとめ

た行動計画です。ここに掲げた施策を一つひとつ着実に実行していくと同時に時代の変化にスピード感

を持って柔軟に対応して継続的に見直し、充実することで、市民の皆さまの健康増進と健康寿命の延伸、

そして健康都市の実現に向けて着実に施策を推進してまいります。 

 

令和５年３月 

 

 大和市長 大 木 哲 
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１ 「健康都市やまと」のあゆみ 

 

大和市は平成 21 年 2 月、市制施行 50 周年式典において、｢健康都市 やまと｣を宣言

して健康都市を目指す決意を表明し、さらに同年、「人」「まち」「社会」の 3 つの健康づくり

を推進するため、「健康」を市政の中心に据えた「第８次大和市総合計画」を策定しました。 

平成 31年 4月には、市民や地域の力を結集しながら、これまでの取り組みをさらに深め

ていくため、「健康都市 やまと」を将来都市像とする「健康都市やまと総合計画」がスタート

し、市政のあらゆる面で市民の健康と生活の質の維持･向上を目指す「健康都市」の取り組

みを進めています。 

 

H20. 7.25 健康都市連合日本支部加盟 

H20. 9. 1 健康都市連合加盟 

H20.10. 1 「大和市健康都市シンボルマーク」を制定 

H21. 2. 1 「健康都市 やまと」宣言 

H21. 4. 1 「健康創造都市 やまと」を将来都市像とする第８次大和市総合計画を策定 

H21. 7. 1 「大和市健康都市プログラム」を策定 

H22.11.13 「健康都市やまとフェア」（第１回）を開催 

H24. 8. 7～ 8 第８回健康都市連合日本支部総会・大会を大和市で開催 

H24.10.26 
第５回健康都市連合国際大会(オーストラリア・ブリスベン)において健康都市連合理

事に就任 

H25.10.26 健康日本２１推進大和大会を開催 

H26. 4. 1 「６０歳代を高齢者と言わない都市 やまと」宣言 

H26.10.29 
第６回健康都市連合国際大会(中国・香港)において健康都市連合表彰を受賞 

「健康都市優秀インフラストラクチャー賞」 

H27.11.16 
「第４回健康寿命をのばそう！アワード」（厚生労働省主催）において厚生労働省 

健康局長優良賞を受賞 

H28. 8.29 

第７回健康都市連合国際大会(韓国・原州)において健康都市連合表彰を受賞 

「健康都市グッドダイナミクス賞」 

「健康都市クリエイティブディベロップメント賞」 

H28.11.21 
ＷＨＯ(世界保健機関)の第９回ヘルス・プロモーション国際会議(中国・上海)に招待

され、健康都市国際市長フォーラムにおいて「健康都市やまと」の取り組みを発表 

H29.10.17 
WHOエイジフレンドリーシティグローバルネットワークに、神奈川県内の 18市町とと

もに参加 

H30. 4.11 「7０歳代を高齢者と言わない都市 やまと」宣言 

H31. 4. 1 「健康都市 やまと」を将来都市像とする健康都市やまと総合計画がスタート 

R 1. ７. ９ エイジフレンドリーシティ行動計画を策定 

R 3. 11. ５ 

第９回健康都市連合国際大会（中国・香港 オンライン開催）において健康都市連合

表彰を受賞 

「健康都市優秀インフラストラクチャー賞」 
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２ 「人」の健康、「まち」の健康、「社会」の健康 

健康都市やまと総合計画では、｢人｣｢まち｣｢社会｣の３つの健康の連携を深め、成熟させ

ていくことで、すべての世代が健やかで康らかな生活を実感できる｢健康都市 やまと｣の実

現を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 健康都市プログラム 

大和市では、３つの健康に関わる施策を効果的に実行することを目指して、「健康都市プ

ログラム」を策定しており、健康都市やまと総合計画の中から、市民一人ひとりの健康を維

持増進していくという観点で特に重要な施策を抽出して、５つのリーディングプロジェクトに

編成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民が心地よく健康的に暮

らし、また、存分に力を発揮

できるよう、安全と安心が確

保された、快適な環境や都市

空間を備えたまちをつくる

領域 

豊かな心や感動、活力に満た

された毎日を送ることによ

り、市民が身体だけでなく心

も充実して健康的に暮らす

ことができるようにしてい

く領域 

まちの 

健康 

社会の 

健康 

人の 

健康 

心身ともに健康な人も何ら

かの支援を必要とする人も、

誰もが年齢に関わりなく、自

分らしく生き生きと、充実し

た毎日を送ることができる

ようにしていく領域 

【総合計画と健康都市プログラムの関係図】 
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４ ５つのリーディングプロジェクト 

人が自らの健康を維持増進するうえで重要な 

「運動」「栄養」「社会参加」の３要素に着目した 

３つのプロジェクトと、それを支えるための社会 

基盤となる「安全・安心」「都市空間」の２要素 

に対応した２つのプロジェクト、合わせて５つの 

リーディングプロジェクトからなりたっています。 

 

 

５ 健康都市プログラムの改訂 

 健康都市プログラムは、「健康都市やまと総合計画（10カ年・2019～2028年度）」との

整合を図り、進行管理を行います。 

 「健康都市やまと総合計画 実施計画」の改訂に合わせて、健康都市プログラムの登載事

業を見直すとともに、実施状況を確認し、健康都市プログラムを毎年改訂していきます。 

 

６ 健康都市プログラムと市民の取り組み 

 健康づくりは、市民一人ひとりが健康について関心を持ち、健康のうえで好ましい生活習

慣を身につけて、それを実践･継続していくことが不可欠です。大和市では様々な取り組みを

通じて、市民一人ひとりの健康づくりを支援する環境づくりを推進していきます。また、市民の

健康を継続的に維持・増進していくためには、地域において健康づくりに取り組む方々と連

携することが重要です。 

大和市では、｢健康都市推進市民会議｣を組織し、健康づくりに取り組む団体等の参画を

得て、実践活動に基づく意見、提案を集約し、健康都市プログラムに反映していきます。 

【市民参加のイメージ】 

健 康 都 市 プ ロ グ ラ ム

実　行 実　行改　善

市　民
事業者
団　体

推進
組織

行政連　携

参加

【リーディングプロジェクトの体系図】 
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各種データから見た大和市民の健康 
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○大和市の高齢化率（65歳以上人口割合）は２３．８７％となっています。（R４.1.1時点）
 1 

○高齢化率の上昇スピードは鈍化しているものの、総合計画の最終年である令和 10年には 26％

まで上昇する見込みとなっています。2 

〇生産年齢人口（１５～64歳）はここ数年微増傾向にありますが、年少人口（０～14歳）は平成 31

年から 30,000人を下回り続けています。 

 

 

                             
1 住民基本台帳による。 

2 データ出典：「健康都市やまと総合計画」P6。 

市民の健康に関する現状を各種データをもとに説明し
ます。 
 

 １．人口構造と高齢化率 

51,464 53,180 54,532 55,532 56,157 56,856 57,634 57,994 

151,636 151,029 150,510 150,908 151,070 152,571 153,637 155,170 

30,486 30,418 30,392 30,235 29,885 29,765 29,727 29,773 

22.03% 22.67% 23.16% 23.46% 23.68% 23.77% 23.91% 23.87%

H27.1.1 H28.1.1 H29.1.1 H30.1.1 H31.1.1 R2.1.1 R3.1.1 R4.1.1

０～１４歳

１５～６４歳 

６５歳～ 

高齢化率 

大和市民の 

健康について 
1.人口構造と高齢化率 2.平均寿命と健康寿命 
3.死因別死亡数 4.医療費 
5.要介護・要支援認定率と介護費用額 

 

（人） 
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○健康寿命の概念は２０００年にＷＨＯが提唱し、厚生労働省は「健康上の問題で日常生活が制限

されることなく生活できる期間」と定義しています。 

健康寿命の算定方法  

○健康寿命は６５歳時の平均自立期間を用いて表します（平均自立期間＋６５年）。平均自立期間は

介護保険制度の要介護２の認定を受けるまでの期間の平均値です。 

 

 

大和市の健康寿命3 

 

 

 

                             
3 神奈川県健康増進課による算定結果で、小数点第 3位以下を四捨五入しています。 

令和元年の健康寿命：男性８３．15歳 女性８5．８7歳 

 ２．平均寿命と健康寿命 

76 77 78 79 80 81 82 83 84 85

令和元年

平成20年

65歳男性 平均余命 健康寿命

82 83 84 85 86 87 88 89 90

令和元年

平成20年

65歳女性 平均余命 健康寿命

82.09 

84.88 

83.15 

1.52 年 

1.73 年 

88.31 

84.84 

89.50 
85.87 

 

3.47 年 

3.63 年 

（歳） 

（歳） 

83.61 
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○死亡数を死因別にみてみると、悪性新生物（がん）が最も多くなっており、続いて心疾患、老衰、脳

血管疾患、肺炎等の順で多くなっています。4 

 

                             
4 データ出典：神奈川県健康医療局「衛生統計年報」より。 

606 617 630 606

143 148 140
148

307
315 316
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522

0
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 ３．死因別死亡数 

脳血管疾患 

心疾患 

肺炎等 

老衰 

自殺 

不慮の事故 

その他 

（人） 

悪性新生物 

（がん） 
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国民健康保険一人あたりの医療費 

〇大和市の国民健康保険の一人あたりの医療費5は、全国や神奈川県の平均と比較して低くなって

います。 

 

  

  

 

 

  

 

  

 

  

  

  

  

 

後期高齢者医療制度の一人あたりの医療費 

〇後期高齢者医療制度6における一人あたりの医療費は、全国や神奈川県の平均と比較して低く 

なっています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

                             
5 データ出典：厚生労働省「医療費の地域差分析」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/database/iryomap/index.html 

「基礎データ」第 1表「一人当たり実績医療費及び対全国比」および第 26表「市町村国民健康保険 市町村別データ」。 
6 データ出典：国・県については同上の「基礎データ」第 1表「一人当たり実績医療費及び対全国比」。市については神奈川県後

期高齢者医療広域連合「神奈川県後期高齢者医療事業報告書」表 6-3-1「後期高齢者医療費の状況（現物給付+現金給付）」。 

（円） 

（円） 

 ４．医療費 

未公表 

315,060 
318,477 

325,455

335,648

326,104
330,183 

340,058 

346,515

355,552

343,442
346,503 

355,668 

361,278

371,864

363,629

300,000

310,000

320,000

330,000

340,000

350,000

360,000

370,000

380,000

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

■ 全  国 

R２年度：3６３，６２９円 

▲ 神奈川県 

R２年度：3４３,４４２円 

● 大 和 市 

R２年度：3２６,１０４円 

 

801,842 
811,303 806,763

815,211

792,313

842,118 
850,678 849,037

861,290

820,453

918,825 
928,612 926,793

937,331

900,574

770,000

790,000

810,000

830,000

850,000

870,000

890,000

910,000

930,000

950,000

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

■ 全  国 

R２年度：9００,５７４円 

▲ 神奈川県 

R２年度：8２０,４５３円 

● 大 和 市 

R２年度：７９２,３１３円 
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19,583 
20,085 

20,515 

21,425 

22,105 

23,214 

21,294 
21,734 

22,298 

23,022 
23,594 

24,369 

22,967 
23,238 

23,499 

24,106 
24,567 

25,132 

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

 

 

 

要介護・要支援認定率 

○要介護･要支援認定率とは、65歳以上の介護保険被保険者（第１号被保険者）の総数の中で、要介

護及び要支援の認定を受けている人の割合を示します。 

○各年度の 3月末時点の推移です。7 

 

 

  

 

  

  

  

 

介護費用額 

○介護費用額とは、６５歳以上の介護保険被保険者（第 1号被保険者）の 

サービス（在宅・居住系・施設）にかかる一人 1月あたりの費用の合計額です。 

○各年度の月額の推移を示します。8 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

                             
7 データ出典：厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」https://mieruka.mhlw.go.jp/の「要介護(要支援)認定者

数、要介護(要支援)認定率の推移」。 
8 データ出典：同上の「介護費用額の推移」。 

16.0 

16.7 

17.3 
17.3 

17.7 

18.2 

16.5 
16.8 

17.2 

17.6 
18.0 

18.4 18.0 18.0 
18.3 18.4 

18.7 18.9 

15

16

17

18

19

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

■ 全  国 

R３年度：１８．９% 

● 大 和 市  

R３年度：１８．２% 

 

 

▲ 神奈川県 

R３年度：１８．４% 

■ 全  国 

R３年度：2５,１３２円 

▲ 神奈川県 

R３年度：2４,３６９円 

● 大 和 市 

R３年度:2３,２１４円 

 

 

（円） 

（%） 

 ５．要介護・要支援認定率と介護費用額 
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リーディングプロジェクト 
 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ１ 身体を動かそうプロジェクト 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ５ ゆとりを感じようプロジェクト 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ４ 命を守ろうプロジェクト 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ３ 地域とつながろうプロジェクト 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ２ 楽しく食べようプロジェクト 
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■リーディングプロジェクトの掲載内容について■ 

 ５つのリーディングプロジェクトについては、健康都市プログラムの目的に基づき編成し、以

下の構成で掲載しています。 

 

【健康都市プログラム登載事業】 

  ➢「健康都市やまと総合計画 実施計画」に定める主要な事務事業から、特に重要な施策を

プロジェクトごとに抽出し一覧にしています。 

   

【プロジェクトに関連する個別計画】 

  ➢プロジェクトと関わりの深い個別計画名を掲載しています。 

 

【関連計画における参考となる指標】 

  ➢「健康都市やまと総合計画」や「プロジェクトに関連する個別計画」に定める指標のうち、

プロジェクトの実施にあたって参考となる指標を抽出して掲載しています。 

 

【各事業の取り組み内容】 

  ➢「健康都市プログラム登載事業」の具体的な取り組み内容と今後の事業費の推計を掲載し

ています。 

    令和 3年度～令和 5年度の事業費の推計については、「健康都市やまと総合計画 実施計

画（令和 3～5年度）」令和 4年度改訂版に定める推計（千円単位）を掲載しています。 

 

 

  

＊ＳＤＧｓについて＊ 

 SDGsとは、2015年 9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030アジェンダ」
における 2016年から 2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するための 17の目標・169
のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）ことを   
誓っています。 
健康都市連合に加盟する大和市が進める「健康都市やまと総合計画」の取り組みは、SDGs 達成の  
方向性と軌を一にするものであり、健康都市プログラムでは、5 つのリーディングプロジェクトに   
登載する事業ごとに 17の目標との関連性をアイコンで表示しています。 
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身体を動かすことは、筋力の維持や肥満の解消だけでなく、生活習慣病の予防や血圧・血

糖値の改善、ストレスの解消などにもつながります。年齢や性別を問わずに気軽に始められ

る「歩く健康づくり」をはじめ、日常的に様々な運動やスポーツに接することができるよ

う、環境の整備に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

【健康都市プログラム登載事業】 

 

【プロジェクトに関連する個別計画】 

・第 2期大和市スポーツ推進計画 

【関連計画における参考となる指標】 

・健康都市やまと総合計画の成果を計る主な指標 

 現状値 

(平成 28年) 

中間目標値 

(令和３年) 

目標値 

（令和 5年） 

実績値 

(令和３年度) 

自ら健康づくりに 

取り組んでいる市民の割合 
６２．９％ ６８．０％ ７０．０％ ６２．７％ 

 

・第 2期大和市スポーツ推進計画の成果指標 

 現状値 

(平成 29年度) 

中間目標値 

(令和３年度) 

目標値 

（令和 5年度） 

実績値 

(令和３年度) 

定期的（週１回以上）にスポーツ

や運動を行う人の割合 
５９．７％ ６３．３％ ６５．１％ ６４．５％ 

  

1 2 3 4 5 6 7 8

健康づくり普及啓発事業 ウォーキング、体操教室の開催 〇 健康づくり推進課 16

歩く健康づくり事業 やまとウォーキンピックの開催 〇 健康づくり推進課 16

一般介護予防事業（介護特会） コグニバイクの普及啓発 〇
健康づくり推進課

人生100年推進課
17

介護予防・生活支援サービス事業（介護特会） 運動機能向上講座の実施 〇 人生100年推進課 17

既設公園等大規模改修事業 遊具や設備等の新設、改修 〇 みどり公園課 18

ゆとりの森整備事業 公園施設の整備 〇 みどり公園課 18

スポーツ大会開催事業 各種スポーツ大会の開催 〇 スポーツ課 18

スポーツ教室開催事業 スポーツ教室の開催 〇 スポーツ課 19

地域スポーツ推進事業 スポーツ関連のイベントや教室の実施 〇 スポーツ課 19
大和スタジアム・つきみ野野球場・宮久保野球場施設管理運営事業 快適なスポーツ施設環境の提供 〇 スポーツ課 19

ゆとりの森スポーツ施設管理運営事業 快適なスポーツ施設環境の提供 〇 スポーツ課 20

女子サッカー推進事業 女子サッカーに関するイベントの開催 〇 スポーツ課 20

所管課 ページ

身体を動かそうプロジェクト一覧

「健康都市やまと総合計画　実施計画」における

主要な事務事業より抽出

主な取り組み
基本目標

人 まち 社会

健康都市やまと総合計画

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ１ 身体を動かそうプロジェクト 



  

16 

 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

【各事業の取り組み内容】 

健康づくり普及啓発事業【担当課：健康づくり推進課】 

1-1-1-1市民の間での健康づくり活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【健康づくり普及啓発事業の実施】 

 地域の健康づくりのリーダーとして活動する健康普及員を支援し、健康づくりを推進します。 

 地区の特徴を活かした健康普及員活動（ウォーキングや体操教室、健康測定会、食生活教室等）

や、ウォーキングマップの作成・配架、健康普及員だよりの発行等を行い、市内全域での健康づく

り活動を展開します。 

＊健康づくり普及啓発事業は、「楽しく食べようプロジェクト」「地域とつながろうプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,800 1,800 1,900 

 

歩く健康づくり事業【担当課：健康づくり推進課】 

1-1-1-1市民の間での健康づくり活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【やまとウォーキンピックの開催】 

 5月と 10月の年 2回開催し、「歩くこと」の推進及び定着を図ります。 

【歩行姿勢測定システムの導入】 

 「スポーツフェスタ」や「月イチ学園祭」などのイベントで「歩く速度」「揺れ」「左右差」「足の

運び」「腕振り」「身体の軸」の分野 36項目を 5段階で評価し、歩行年齢を表示する測定会を実施

します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

5,800 5,400 5,400  
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一般介護予防事業（介護特会）【担当課：健康づくり推進課・人生 100年推進課】 

1-1-1-2高齢の方の生き生きとした毎日を応援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【介護予防普及啓発】  

 介護予防に関する普及啓発のため、健康遊具体験会や介護予防セミナー（運動セミナー、口腔セ

ミナー、栄養セミナー、認知症予防セミナー）を開催します。 

【ふれあいネットワーク事業の実施】 

 大和市社会福祉協議会への委託により、地区社会福祉協議会の活動（ふれあい訪問、ミニサロン

開催、個別支援）を支援します。 

【介護予防サポーター養成】 

市内 9 カ所の地域包括支援センターへの委託により、介護予防や認知症に関する情報を地域に普

及する活動を行うサポーターを養成するための講座を開催します。 

【コグニバイクの普及啓発】 

 認知機能の向上を目的とした、脳と体の両方を同時に活動させる自転車型運動機器「コグニバイ

ク」2台を、シリウス 4階の健康度見える化コーナーに設置しています。週 3回支援員がつき、

利用方法についての支援を行います。また、継続利用される方を対象とした登録会を年 3回開催

しています。 

（令和 4年度は、新型コロナウイルス感染症拡大予防を鑑み、月 1回の体験会（事前予約制）を

実施。） 

＊一般介護予防事業は、「地域とつながろうプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

44,600 76,700 45,400 

（健康づくり関連） 38,500 70,600 39,300 

（認知症施策関連） 6,100 6,100 6,100 

 

介護予防・生活支援サービス事業（介護特会）【担当課：人生 100年推進課】 

2-1-1-1高齢の方にとって安心できる生活環境を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【訪問型サービス事業】 

65歳以上の基本チェックリストの判定基準に該当し、サービス利用が必要と判断された方を対象

に、専門職（理学療法士、歯科衛生士等）が訪問指導する短期集中予防サービスを実施します。 

【通所型サービス事業】 

 65歳以上の要支援 1・2の認定を受けている方、基本チェックリストの判定基準に該当しサービス

利用が必要と判断された方を対象に、次の短期集中予防サービス（全 14回の講座）を実施します。 

  ・運動機能向上講座 

  ・心身機能向上講座 

  ・運動・口腔機能向上講座 

＊介護予防・生活支援サービス事業は、「楽しく食べようプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

51,100 54,700 54,300 
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既設公園等大規模改修事業【担当課：みどり公園課】 

6-2-3-2市民に親しまれる公園づくりを推進する 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【既設公園の施設改修工事】 

破損及び老朽化した遊具の改修や、危険なため既に撤去した遊具の再設置、ボール遊びもできる

防球ネットの設置などを実施しています。 

【公園施設長寿命化改修工事】 

「大和市公園施設長寿命化計画」に基づき、老朽化した遊具などの改修工事を計画的に実施して

います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

142,000 156,000 139,000 

 

ゆとりの森整備事業【担当課：みどり公園課】 

6-2-3-2市民に親しまれる公園づくりを推進する 

◇令和 4年度の取り組み◇                   

園地の適正管理のため、市管理地の暫定整備と、遊具エリアの芝生張替及び保護マットの設置を

行います。 

＊ゆとりの森整備事業は、「ゆとりを感じようプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

5,500 2,800 3,800 

 

スポーツ大会開催事業【担当課：スポーツ課】 

7-3-1-1市民がスポーツを楽しむ機会を提供する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【市民総合スポーツ選手権大会の開催】 

アマチュアスポーツ精神の高揚と健康の増進のため、市民の間に広くスポーツ参加の機会をつく

ります。あらゆる部門にわたり競技会を開催することにより、選手層の強化開発とスポーツの発展

を図ります。 

【駅伝競走大会の開催】 

新春の体育行事として、大和スポーツセンターを中心とする周回コースで開催します。 

【スポーツフェスタの開催】 

 体力測定や様々なスポーツの紹介・体験を通じて、スポーツの普及、健康意識の高揚を図ります。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

4,100 4,100 4,100 
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スポーツ教室開催事業【担当課：スポーツ課】 

7-3-1-1市民がスポーツを楽しむ機会を提供する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【スポーツ教室の開催】 

日頃スポーツの機会の少ない人にもスポーツの楽しさを経験してもらうことにより、スポーツを

習慣化することを目指し、こどもや障がい者等、すべての人が気軽にスポーツをしたくなるような

種目の教室を開催します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

5,400 5,500 5,500 

 

地域スポーツ推進事業【担当課：スポーツ課】 

7-3-1-1市民がスポーツを楽しむ機会を提供する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【「夢の教室」開催】 

市立小学校 5年生全クラスを対象に「夢を持つことの大切さ」「仲間と協力することの大切さ」を

伝えていくことを目的とした「夢の教室」を開催します。 

【総合型地域スポーツクラブの創設、活動支援】 

 総合型地域スポーツクラブが、自律的で主体的な運営を行えるよう、団体の会員拡大や活動基盤

安定に向けた支援を行います。 

【「トップスポーツ観戦デー」の実施】 

 トップレベルの大会等を市内の競技施設に誘致して開催し、スポーツに親しむ機会を提供します。

（令和 4年度は JDリーグ（日本女子ソフトボールリーグ）を開催。） 

【スポーツボランティアの育成】 

スポーツボランティアに関わる情報・機会を提供するとともに、スポーツを支えるボランティア

活動への参加拡大及び推進を図ります。 

＊地域スポーツ推進事業は、「地域とつながろうプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,900 6,300 6,300 

 

大和スタジアム・つきみ野野球場・宮久保野球場施設管理運営事業【担当課：スポーツ課】 

7-3-1-2市民がスポーツを楽しむ環境を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

快適なスポーツ施設環境を提供するため、大和スタジアムをはじめとした野球場の維持管理及び

運営を、指定管理で行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

63,000 63,000 65,000 
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ゆとりの森スポーツ施設管理運営事業【担当課：スポーツ課】 

7-3-1-2市民がスポーツを楽しむ環境を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

快適なスポーツ施設環境を提供するため、ゆとりの森スポーツ施設（芝生グラウンド、テニスコ

ート、大規模多目的スポーツ広場、中規模多目的スポーツ広場、スポーツハウス）の維持管理及

び運営を、指定管理で行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

31,900 32,500 36,700 

 

女子サッカー推進事業【担当課：スポーツ課】 

7-3-1-3スポーツ選手や団体等の活動を支援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【女子小中学生を対象としたサッカー大会「大和なでしこカップ」の開催】 

 未来の「なでしこジャパン」を目指す女子サッカー選手たちに活躍の場を提供するとともに、  

女子サッカーの競技力の向上を図ることを目的として大会を開催します。 

【女子小中学生のサッカー体験会や技術指導等の実施】 

初めてサッカーを体験する子を中心に、誰でも楽しめるプログラムを提供する「女子小中学生  

サッカー体験会」を開催します。 

【女子サッカー関連イベントの開催】 

女子サッカーへの関心を高めていくことを目的に、現役のなでしこジャパンや OGが特別講師とな

り、サッカー教室やミニゲームを行う「なでしこレジェンドが大和にやってくる」「大和なでしこ

サッカーフェスティバル」を開催し、気軽にサッカーを楽しめる場を提供します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

5,300 5,300 5,300 
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健康都市の実現に向けては、市民一人ひとりが主体的かつ継続的に健康づくりに取り組むことが

大切です。 

「歩く」ことは、年齢、性別、時間、場所などを問わず、誰もが日常生活の中で気軽に取り組むこと

ができ、それぞれの健康状態に合わせて、無理なく実践することができる運動です。また、継続して取

り組むことで、体脂肪の減少による肥満解消や血中の中性脂肪の減少、血圧や血糖値の改善のほ

か、心肺機能の改善や骨粗しょう症の予防など、様々な効果が期待できます。 

こうしたことから、大和市では、「歩く」ことに着目した健康づくりに関する取り組みを進めています。 

 

■やまとウォーキンピック 

「一般の部」「７０歳以上の部」「職場の部」の３

つの区分を設け、４名から７名のチームで１か月間

の平均歩数を競うウォーキングイベントです。 

毎年、５月と１０月の年２回実施していますが、

令和４年１０月に開催しました「第１２回やまとウォ

ーキンピック」では、これまでで最も多い３４６チー

ム、１，８３２名の参加がありました。 

ご友人や職場の同僚と参加できますので、歩く

健康づくりに取り組むきっかけとして参加されては

いかがでしょうか。 

 

 

 

■ウォーキングサイン 

多くの方に健康を意識しながら街を歩いていた

だくために、駅や公園、公共施設までの距離や時

間、歩数や消費カロリーを表示したウォーキングサ

インを、市内の主要道路沿いの電柱に設置してい

ます。 

ぜひ、通勤、通学、散歩の際にご活用ください。 

 

■歩行姿勢測定システム 

月イチ学園祭や健康都市やまとフェアといった

イベント会場において、「歩行姿勢測定システム」

を活用した普及啓発を行っています。 

このシステムは、３Ｄセンサに向かって歩くだけ

で、歩行速度や歩幅、足の上がり角度などを計測

することができます。 

自分自身の歩行姿勢などを確認することで、正

しい歩き方を身につけ、運動効果の向上につなげ

ていただけます。  

 

事例紹介   歩く健康づくり事業 
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市民の取り組み  「大和市地区体育振興会連絡協議会」の活動 

 

地区体育振興会連絡協議会は、各地区体育振興会が互いに連絡協調を図り、スポーツ活動を振

興することで、地域住民の体力向上と健全な精神を育むことに寄与することを目指して活動して

います。 

 各地区の体育振興会は、市の事業への協力や地区ごとのスポーツ活動の企画・運営を担ってい

ます。特に例年 10月に開催している地区体育祭・運動会は、各地区のメインとなるスポーツイベ

ントであり、お年寄りから小さい子どもたちまで、たくさんの方が元気いっぱいに参加し、気持

ちよく汗をかいています。 

 令和４年度については、新型コロナウイルス感染症の影響により活動が制限されていますが、

各種ガイドラインや地域の特性等を踏まえ、来年度以降の活動再開に向けた取り組みを進めてい

ます。 

■主な活動 

○体育祭・運動会など、地区内スポーツ・レクリエーション事業の開催 

○大和市駅伝競走大会やスポーツフェスタなどへの選手派遣・運営協力 

○スポーツ推進委員・社会体育振興委員の推薦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大和市駅伝競走大会 

 親善球技大会（バウンスボール） 
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食べることは、生きるための基本であり、必要な栄養素を摂取するだけでなく、多様な食経

験などを通じて、豊かな人間性を育むものでもあります。ライフステージに応じて適切な食生

活を送ることができるよう取り組むとともに、新しい食文化にふれる機会を提供するなど、

様々な普及啓発活動を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

【健康都市プログラム登載事業】 

 

【プロジェクトに関連する個別計画】 

・第 2次大和市食育推進計画 

・第 2次大和市歯及び口腔の健康づくり推進計画 

【関連計画における参考となる指標】 

・第 2次大和市食育推進計画の評価指標 

 現状値 目標値（令和 5年） 実績値（令和３年） 

ふだん誰かと一緒に食事をと

る市民の割合 

７７．６％ 

（平成 30年） 
９０．０％ ― 

学校給食の残食率（主に野菜

を使った料理） 

① 小学校   ②中学校 

① １０.０％ 

② １２.０％ 

（平成 29年） 

①  ８．８％ 

② １０．８％ 

① １２．０％ 

② １２．０％ 

 

食育に関心を持っている市民

の割合 

７４．１％ 

（平成 30年） 

９０．０％ 
― 

・第 2次大和市歯及び口腔の健康づくり推進計画の評価指標 

 現状値 目標値（令和 5年度） 実績値（令和３年度） 

70歳代における咀嚼良好者の増

加 

７３．８％ 

（平成 30年度） 
７５．０％ ― 

健診目的で 1年に 1回以上歯科

医院を受診している人（20歳以

上）の割合 

５１．４％ 

（平成 30年度） 
６０．０％ ― 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8

健康づくり普及啓発事業【再掲】 食生活教室の開催 〇 健康づくり推進課 24

食育推進事業 食育イベントの開催 〇 健康づくり推進課 24

介護予防・生活支援サービス事業（介護特会）【再掲】 運動・口腔機能向上講座の実施 〇 人生100年推進課 25

母子保健相談指導事業 もぐもぐ教室等の開催 〇 すくすく子育て課 25

こども食堂支援事業 こども食堂を実施する団体への補助金交付 〇 こども・青少年課 26

保育所給食事業（市立保育所） 昼食やおやつ、延長保育における補食の提供 〇 ほいく課 26

学校給食食育推進事業 給食展を開催、夏休み親子料理教室の実施 〇 保健給食課 26

北部学校給食共同調理場運営事業 安全で良質な学校給食の提供 〇 保健給食課 27

中部学校給食共同調理場運営事業 安全で良質な学校給食の提供 〇 保健給食課 27

南部学校給食共同調理場運営事業 安全で良質な学校給食の提供 〇 保健給食課 27

単独調理校運営事業 安全で良質な学校給食の提供 〇 保健給食課 27

国際化推進事業 やまと世界料理の屋台村の開催 〇 国際・男女共同参画課 28

うまいもの市開催事業 「全国ふるさとまつり　うまいもの市」の開催 〇 産業活性課 28

農産物消費拡大推進事業 地場農産物の広報活動 〇 農政課 29
市民朝霧市支援事業 朝霧市、夕やけ市、おさんぽマートへの補助金交付 〇 農政課 29

楽しく食べようプロジェクト一覧

「健康都市やまと総合計画　実施計画」における

主要な事務事業より抽出

主な取り組み

健康都市やまと総合計画

基本目標

人 まち 社会

所管課 ページ

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ２ 楽しく食べようプロジェクト 
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【各事業の取り組み内容】 

健康づくり普及啓発事業（再掲）【担当課：健康づくり推進課】 

1-1-1-1市民の間での健康づくり活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【健康づくり普及啓発事業の実施】 

 地域の健康づくりのリーダーとして活動する健康普及員を支援し、健康づくりを推進します。 

 地区の特徴を活かした健康普及員活動（ウォーキングや体操教室、健康測定会、食生活教室等）

や、ウォーキングマップの作成・配架、健康普及員だよりの発行等を行い、市内全域での健康づく

り活動を展開します。 

＊健康づくり普及啓発事業は、「身体を動かそうプロジェクト」「地域とつながろうプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,800 1,800 1,900 

 

食育推進事業【担当課：健康づくり推進課】 

1-1-1-1市民の間での健康づくり活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【食生活改善推進員養成講座の開催】 

食育の普及の担い手となる食生活改善推進員を養成します。受講しやすいよう会場を増やして開

催します。 

【食生活改善推進協議会の活動支援】 

食生活改善推進員を対象とした食生活の知識や調理技術向上の研修会の支援をします。 

【食生活改善活動】 

食生活改善推進員が地区活動として各種教室等を開催したり、動画・配布物での啓発等を行うこ

とにより、バランスの良い食生活等の普及に努めたりします。 

【「べジファースト～まず野菜 さいごは残さずごちそうさま～」の普及啓発】 

野菜から食べることの効果と残さず食べることの大切さを広めます。 

【食育講座の開催】 

食品衛生や食品表示等についての知識向上を図るため、講座を開催します。 

（令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止） 

【食育イベントの開催】 

楽しみながら食育への関心を深めてもらうため、庁内・地域、食育関連団体と連携したお家で楽

しめるイベントを開催します。 

【「やまと食の応援団」の取り組み実施】 

市が設定した要件にそって、健康的な食事ができる環境づくりに取り組んでいる飲食店事業者等

を「やまと食の応援団」として市に登録し、自然に健康になれる食環境づくりを推進します。 

【若い世代の健康課題改善に向けた取組実施】 

 若い女性のやせ及び健康課題改善を目的とした普及啓発や栄養相談、イベント等を実施します。 

＊食育推進事業は、「地域とつながろうプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,600 1,300 4,100 
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介護予防・生活支援サービス事業（介護特会）（再掲）【担当課：人生 100年推進課】 

2-1-1-1高齢の方にとって安心できる生活環境を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【訪問型サービス事業】 

65歳以上の基本チェックリストの判定基準に該当し、サービス利用が必要と判断された方を対象

に、専門職（理学療法士、歯科衛生士等）が訪問指導する短期集中予防サービスを実施します。 

【通所型サービス事業】 

 65歳以上の要支援 1・2の認定を受けている方、基本チェックリストの判定基準に該当しサービス

利用が必要と判断された方を対象に、次の短期集中予防サービス（全 14回の講座）を実施します。 

  ・運動機能向上講座 

  ・心身機能向上講座 

  ・運動・口腔機能向上講座 

＊介護予防・生活支援サービス事業は、「身体を動かそうプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

51,100 54,700 54,300 

 

母子保健相談指導事業【担当課：すくすく子育て課】 

3-1-1-1 こどもの健やかな発育・発達を支援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                       

【親子健康手帳（母子健康手帳）の交付】 

妊娠届出により、保健師が全数面接を行い、妊娠期から妊娠・出産・子育てや食事・栄養に関す

る相談に随時応じます。 

【各種啓発教室等の開催】 

 プレママ・パパ教室、もぐもぐ教室、1歳児育児教室、2歳児歯科相談、おべんとう教室、食育講

演会を開催し、妊娠期から幼児期の育児や食育に関する普及啓発を行うとともに相談に応じます。 

【育児相談等の実施】 

 定例育児相談を実施し、身長・体重の測定と、乳幼児の育児や食事、発育、発達の相談に保健師、

管理栄養士が応じます。感染症対策のため、完全予約制で実施します。また、電話での育児や栄養

の相談も随時行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

6,400 6,400 6,400 
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こども食堂支援事業【担当課：こども・青少年課】 

3-1-1-1 こどもの健やかな発育・発達を支援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                   

【運営費等の補助】 

大和市内で実施されている６か所のこども食堂について、運営費等を補助し、子どもの孤食を減

らすとともに、子どもにとって安心できる地域の居場所づくりと保護者への子育て支援を行いま

す。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

2,400 3,700 6,600 

 

 

保育所給食事業（市立保育所）【担当課：ほいく課】 

3-2-1-1 保護者のニーズに応じてきめ細やかな保育等を提供する 

◇令和 4年度の取り組み◇                

【給食調理業務の実施】 

 管理栄養士が栄養価計算をし、作成した献立に基づき昼食、おやつ、延長保育における補食を提

供しています。 

乳幼児期に必要な栄養素を摂取するだけでなく、「楽しく食べるこども」を目指して、保護者と

ともにこどもの健全な発育を確認しながら、食育に取り組んでいます。 

給食を皆で食べることにより、こどもの食べる意欲を育て、より良い食習慣の確立を目指してい

ます。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

105,000 118,000 121,000 

 

 

学校給食食育推進事業【担当課：保健給食課】 

4-2-1-1 こどもが健康的な生活行動や習慣を身につけられるようにする 

◇令和 4年度の取り組み◇                   

【給食展を開催】 

 給食を通じて、食や食を取り巻く人、自然の恵みなどに感謝するきっかけを提供するとともに、

本市学校給食についての情報発信を行います。 

(令和４年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため WEB開催) 

【夏休み親子料理教室を実施】 

 楽しく料理をすることにより、自分でつくる喜びを知っていただくとともに、給食への理解を深

めるきっかけを提供します。(令和４年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、WEB上で各

家庭において実践できる給食レシピの情報を提供) 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

500 500 500 
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学校給食共同調理場運営事業（北部・中部・南部）【担当課：保健給食課】 

4-2-1-1 こどもが健康的な生活行動や習慣を身につけられるようにする 

◇令和 4年度の取り組み◇ 

【給食調理業務】 

 安全で良質な学校給食を提供するため、衛生管理に細心の注意をはらい、給食を調理します。 

【施設運営管理】 

学校給食を調理する環境を安全かつ清潔に保つため、調理場施設の運営を行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

（北部）171,000 

（中部）181,000 

（南部）201,000 

（北部）173,000 

（中部）193,000 

（南部）195,000 

（北部）176,000 

（中部）193,000 

（南部）198,000 

 

単独調理校運営事業【担当課：保健給食課】 

4-2-1-1 こどもが健康的な生活行動や習慣を身につけられるようにする 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【給食調理業務】 

 安全で良質な学校給食を提供するため、衛生管理に細心の注意をはらい、給食を調理します。 

【施設運営管理】 

 学校給食を調理する環境を安全かつ清潔に保つため、調理場施設の運営を行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

247,000 249,000 258,000 
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国際化推進事業【担当課：国際・男女共同参画課】 

8-1-3-1 多様な文化を認め合い誰もが住みよい環境をつくる 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【外国語通訳や通訳・翻訳ボランティアの派遣】 

（公財）国際化協会に週 4日、1ヶ国語（計 4ヶ国語）、市役所内に週 1日、1ヶ国語の通訳窓口

を設置します。 

通訳・翻訳ボランティアにより、行政文書の翻訳、公的機関への通訳派遣など、外国人市民の支

援を実施します。 

【つるま読み書きの部屋の運営（協働事業）】 

「ひらがな、カタカナが読める外国人」を対象に、つるま読み書きの部屋を年 3期（1期 3回）実

施します。日常生活の中で「読んだり、書いたり」するものを取り上げ、日本語を勉強します。 

【やまと世界料理の屋台村の開催】 

世界各国の料理や音楽、舞踊などを通じ、広く市民の皆さんに外国文化への興味を持ってもらう

ため、やまと広場・図書館の道にて、やまと世界料理の屋台村を開催します。 

（令和 4年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止） 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

12,700 15,100 15,100 

 

うまいもの市開催事業【担当課：産業活性課】 

8-2-1-2 商工業に対する市民の関心を高める 

◇令和 4年度の取り組み◇                      

【うまいもの市の開催】 

毎年 10月第 1土曜日とその翌日曜日の 2日間、やまと広場及び図書館の道を会場として、全国各

地の特産品や名産品（うまいもの）を楽しむことができる「全国ふるさとまつり うまいもの市」

を開催しています。 

（令和 2～4年度の開催については、新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止） 

（参考:令和元年の開催実績） 

・開催日時：10月 5日（土曜日）10時～17時、10月 6日（日曜日）10時～16時 

・参加団体：市町村 24自治体、市内県人会 15県人会、大和市特産品・推奨品協議会 

・来場者数：約 3万 5千人 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

0 0 19,000 
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農産物消費拡大推進事業【担当課：農政課】 

8-2-3-2 地域農産物を消費しやすい環境を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                   

【米作文及び大和で採れた野菜作文コンクールの実施】 

 「米」と「大和で採れた野菜」をテーマとする作文を募集することにより、児童の「米」と「大和

で採れた野菜」に対する意識の高揚を図り、さらに日本型食生活の定着、「米」と「大和で採れた

野菜」の消費拡大を図ります。 

【収穫物活用体験料理教室の開催】 

 市内農場での野菜の収穫と地場農産物を使った料理教室を一緒に体験してもらうことで、地場農

産物に対する理解・普及を図ります。 

（令和 4年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止） 

【親子農業見学会の開催】 

 市内の農家を見学することにより農業に親しんでもらい、地場農産物に対する意識を高め、消費

拡大を図ります。 

【地場農産物の広報活動】 

 農業団体等が開催するイベント等を積極的に支援し、イベント等で農産物直売所マップの配布な

ど PR活動を行うことで、地場農産物の消費拡大を図ります。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

500 500 500 

 

市民朝霧市支援事業【担当課：農政課】 

8-2-3-2 地域農産物を消費しやすい環境を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                   

【朝霧市、夕やけ市、おさんぽマートの実施に対する補助金の交付】 

 新鮮で安心な地場農産物を提供している朝霧市や夕やけ市などの運営をしている大和市民朝霧市

推進委員会を支援します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

600 600 600 
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■やまと食の応援団とは  

国は健康寿命の延伸に向け、「健康無関心層も

含め自然に健康になれる食環境づくり」の必要性

を示しています。大和市では、市が設定した食に関

する３つの要件（からだおもいの/やさいがとれる/

たのしい）にそって健康的な食事ができる環境づく

りに取り組んでいる飲食店等を「やまと食の応援

団」として登録しています。 

 

■パンフレット 

やまと食の応援団登録店の情報はパンフレットや

大和市 HPで紹介されています。パンフレットは年

に２回発行し、大和市保健福祉センターや市役

所、大和市内の駅等に配架しています。 

 

 

 

 

 

■登録店の変化 

登録後、すべての登録店で「健康的な食に興味

をもつようになった」、「野菜料理を工夫するよう

になった」などの変化がありました。 

（やまと食の応援団登録店アンケートより） 

 

 

 

 

■やまと食の応援団増加中！！ 

平成３０年度から試行的に開始したやまと食の応    

援団は、令和４年１１月１日で９２店舗になりました。  

健康支援型配食サービスの掲載や、やまと食育フ 

ェアで食リポを実施、ケーブルテレビで紹介される 

など取り組みが広がっています。 

 

 

 

事例紹介 自然に健康になれる食環境づくり『やまと食の応援団』 
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市民の取り組み   「大和市食生活改善推進員」の活動 

 

私たちは食生活改善推進員養成講座を受講した後に自主ボランティアとして、食生活改善推進活動を

しています。 

 設立 

昭和４０年６月１日 

 会員数 

８６名（令和４年４月１日現在） 

 目標 

1. 健康づくり事業の推進 

2. 生活習慣病予防のために多様な食品で栄養バランスを考えた食生活の普及 

3. 良い食習慣は幼児期からの推進活動 

4. 地場産物を使った食文化の伝承の普及活動 

5. 高齢者に心豊かな食事の普及 

6. 食べ物を大切に上手な活用を、生ごみを少なく環境浄化に努める 

 

 活動状況 

《定例会》      《親子の食育》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動 

 《フレイル訪問》     《健康普及員と共催事業》 
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地域とつながりを持つことは、社会的孤立を防ぎ、日々の生きがいをつくることにつながり

ます。市民の皆さんが生活の様々な場面で活躍できるよう、地域活動やボランティアに参加で

きる機会を設けるだけでなく、交通手段の充実を図るなど外出しやすいまちづくりにも努めて

いきます。 

 

 

 

 

 

 

【健康都市プログラム登載事業】 

 

【プロジェクトに関連する個別計画】 

・第 5期大和市地域福祉計画 

・大和市総合交通施策 

・健康都市やまと MANABI計画（大和市生涯学習推進計画） 

【関連計画における参考となる指標】 

・健康都市やまと総合計画の成果を計る主な指標 

 現状値 

（平成 28年） 

中間目標値 

(令和３年） 

目標値 

 (令和５年) 

実績値 

（令和３年度） 

地域に支え合う人のつながりが

あると思う市民の割合 
４３．９％ ４８．５％ ５０．０％ ３８．３％ 

・第 5期大和市地域福祉計画の成果を計る主な指標 

 現状値 

（平成 29年度） 

中間目標値 

(令和３年度） 

目標値 

(令和５年度) 

実績値 

（令和３年度） 

民生委員・児童委員充足率 
９９．３％ １００．０％ １００．０％ ９６．０％ 

・健康都市やまと MANABI計画（大和市生涯学習推進計画）の成果を計る指標 
 現状値 

（平成 29年度） 

目標値 

(令和５年度) 

実績値 

（令和３年度） 

健康都市大学の受講者数  

     ― 
２，６００人 ６，６８６人 

1 2 3 4 5 6 7 8

健康づくり普及啓発事業【再掲】 健康普及員の支援 〇 健康づくり推進課 33

食育推進事業【再掲】 食生活改善推進員の養成 〇 健康づくり推進課 33

大和市健康ポイント事業 健康ポイント制度の実施 〇 健康づくり推進課 34

一般介護予防事業（介護特会）【再掲】 介護予防サポーターの養成 〇
健康づくり推進課

人生100年推進課
34

おひとりさま施策推進事業 おひとりさまを対象とした調査や事業の企画 〇 おひとりさま政策課 35

小学校地域教育力活用推進事業 学校支援ボランティア人材バンクの作成 〇 指導室 35

中学校地域教育力活用推進事業 学校支援ボランティア人材バンクの作成 〇 指導室 35

青少年指導者育成支援事業 青少年育成団体の活動支援 〇 こども・青少年課 35

自然観察センター・しらかしのいえ運営事業 市民ボランティアの育成 〇 みどり公園課 36

地域公共交通施策事業 地域乗合交通の支援 〇 街づくり総務課 36

コミュニティバス運行事業 「のろっと」「やまとんGO」の運行 〇 街づくり総務課 37

自転車利用環境推進事業 自転車通行空間の整備 〇 道路安全対策課 38

健康都市大学事業 市民が講師となる講座の企画、運営 〇 図書・学び交流課 38

地域スポーツ推進事業【再掲】 スポーツボランティアの育成 〇 スポーツ課 39

スポーツ関係団体支援事業 スポーツ関連団体の活動支援 〇 スポーツ課 39

自治会活動支援事業 自治会活動の支援 〇 生活あんしん課 40
コミュニティセンター管理運営事業 コミュニティセンターの管理運営 〇 生活あんしん課 40
市民活動センター管理運営事業 市民活動に関する情報の提供 〇 市民活動課 41

市民活動推進事業 協働事業等提案制度の実施 〇 市民活動課 41

地域とつながろうプロジェクト一覧

「健康都市やまと総合計画　実施計画」における

主要な事務事業より抽出

主な取り組み

健康都市やまと総合計画

所管課 ページ
基本目標

人 まち 社会

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ３ 地域とつながろうプロジェクト 
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【各事業の取り組み内容】 

健康づくり普及啓発事業（再掲）【担当課：健康づくり推進課】 

1-1-1-1市民の間での健康づくり活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【健康づくり普及啓発事業の実施】 

 地域の健康づくりのリーダーとして活動する健康普及員を支援し、健康づくりを推進します。 

 地区の特徴を活かした健康普及員活動（ウォーキングや体操教室、健康測定会、食生活教室等）

や、ウォーキングマップの作成・配架、健康普及員だよりの発行等を行い、市内全域での健康づく

り活動を展開します。 

＊健康づくり普及啓発事業は、「身体を動かそうプロジェクト」「楽しく食べようプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,800 1,800 1,900 

  

食育推進事業（再掲）【担当課：健康づくり推進課】 

1-1-1-1市民の間での健康づくり活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【食生活改善推進員養成講座の開催】 

食育の普及の担い手となる食生活改善推進員を養成します。受講しやすいよう会場を増やして開

催します。 

【食生活改善推進協議会の活動支援】 

食生活改善推進員を対象とした食生活の知識や調理技術向上の研修会の支援をします。 

【食生活改善活動】 

食生活改善推進員が地区活動として各種教室等を開催したり、動画・配布物での啓発等を行うこ

とにより、バランスの良い食生活等の普及に努めたりします。 

【「べジファースト～まず野菜 さいごは残さずごちそうさま～」の普及啓発】 

野菜から食べることの効果と残さず食べることの大切さを広めます。 

【食育講座の開催】 

食品衛生や食品表示等についての知識向上を図るため、講座を開催します。 

（令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止） 

【食育イベントの開催】 

楽しみながら食育への関心を深めてもらうため、庁内・地域、食育関連団体と連携したお家で楽

しめるイベントを開催します。 

【「やまと食の応援団」の取り組み実施】 

市が設定した要件にそって、健康的な食事ができる環境づくりに取り組んでいる飲食事業者等を

「やまと食の応援団」として市に登録し、自然に健康になれる食環境づくりを推進します。 

【若い世代の健康課題改善に向けた取組実施】 

 若い女性のやせ及び健康課題改善を目的とした普及啓発や栄養相談、イベント等を実施します。 

＊食育推進事業は、「楽しく食べようプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,600 1,300 4,100 
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大和市健康ポイント事業【担当課：健康づくり推進課】 

1-1-1-1 市民の間での健康づくり活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【健康ポイント制度の実施】 

 健診等の受診や健康に係る教室、講演、イベント等への参加によりポイントが貯まり、貯まった

ポイントで景品の抽選に応募できます。 

新たな参加者を取り込み、かつすでに参加している市民が参加を継続しやすい環境の整備に努め

ます。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

5,700 6,000 6,000 

 

一般介護予防事業（介護特会） 

（再掲）【担当課：健康づくり推進課・人生 100年推進課】 

1-1-1-2高齢の方の生き生きとした毎日を応援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【介護予防普及啓発】  

 介護予防に関する普及啓発のため、健康遊具体験会や介護予防セミナー（運動セミナー、口腔セ

ミナー、栄養セミナー、認知症予防セミナー）を開催します。 

【ふれあいネットワーク事業の実施】 

 大和市社会福祉協議会への委託により、地区社会福祉協議会の活動（ふれあい訪問、ミニサロン

開催、個別支援）を支援します。 

【介護予防サポーター養成】 

市内 9 カ所の地域包括支援センターへの委託により、介護予防や認知症に関する情報を地域に普

及する活動を行うサポーターを養成するための講座を開催します。 

【コグニバイクの普及啓発】 

 認知機能の向上を目的とした、脳と体の両方を同時に活動させる自転車型運動機器「コグニバイ

ク」2台を、シリウス 4階の健康度見える化コーナーに設置しています。週 3回支援員がつき、

利用方法についての支援を行います。また、継続利用される方を対象とした登録会を年 3回開催

しています。 

（令和 4年度は新型コロナウイルス感染症拡大予防を鑑み、月 1回の体験会（事前予約制）を実施） 

＊一般介護予防事業は、「身体を動かそうプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

44,600 76,700 45,400 

（健康づくり関連） 38,500 70,600 39,300 

（認知症施策関連） 6,100 6,100 6,100 
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おひとりさま施策推進事業【担当課：おひとりさま政策課】 

2-1-1-1 高齢の方にとって安心できる生活環境を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

６月には「おひとりさま支援条例」を制定して、おひとりさまの心身の健康に有益な、外出促進

や社会交流を普及啓発するとともに、おひとりさまが必要とする支援を適切に把握するため、お

ひとりさまに対するアンケート調査を実施するなどしています。また、主にひとり暮らしの高齢

の方々の葬儀や納骨などの終活に関する不安に「わたしの終活コンシェルジュ」が寄り添い、葬

儀生前契約、遺品整理、相続財産の処分などの段取りができるよう、支援を行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

2,200 1,900 1,900 

 

地域教育力活用推進事業（小学校・中学校）【担当課：指導室】 

4-2-2-2 社会に開かれた学校教育を推進する 

◇令和 4年度の取り組み◇     

【学校評議員等の依頼】 

 各学校の推薦により、学校評議員等を依頼します。 

【コミュニティスクールの導入】 

学校運営協議会（コミュニティスクール）を設置します。 

【地域ボランティアによる学習支援の実施】 

学校支援ボランティア人材バンクを作成し、各学校へ配付します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

（小学校）1,100 

（中学校）800  

（小学校）1,200 

（中学校）800 

（小学校）1,200 

（中学校）900 

 

青少年指導者育成支援事業【担当課：こども・青少年課】 

4-2-3-2 青少年育成団体の活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【青少年育成団体への補助金の交付】 

地域で健全育成を進める 3 団体に、補助金による支援と、行政内に事務局を置く人的な支援とを

行い、指導者の育成を図ります。 

【子どもの外遊び地域イベント等の実施】 

外遊びに関する基本条例の趣旨にそった事業を実施します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

7,200 7,500 7,100 
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自然観察センター・しらかしのいえ運営事業【担当課：みどり公園課】 

6-1-3-2 地域緑化の推進を図る 

◇令和 4年度の取り組み◇                       

【自然観察センター・しらかしのいえの運営】 

 本施設の運営方針について、市・管理者・ボランティア団体の 3者で年 6回委員会を開催します。 

【市民ボランティアの育成】 

 自然観察センター・しらかしのいえで活動しているボランティア団体向けに研修会を年 1 回行い

ます。また、緑地で活動するための支援として、トコロジスト養成講座を年 1回開催します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

100 100 100 

 

地域公共交通施策事業【担当課：街づくり総務課】 

6-3-1-1 日常生活の様々な場面に応じた移動手段を用意する 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【地域乗合交通の支援】 

地域における移動手段創出の取り組みとして、市民による地域交通（のりあい）を 2010年度から

実施（住民組織と市の協働事業）し、西鶴間・上草柳地域で運行します。 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の移動支援】 

高齢者の交通利便性向上のため、市内民間事業者が所有する送迎バスの車両を活用します。 

 のりあい 

運行距離 約 9.0ｋｍ 

運行本数 

(1日あたり) 

・市役所～西鶴間 8丁目～鶴間駅～市役所 

平日 18便／土休日 12便 

運行間隔 平日午前：25分、平日午後及び土休日：50分 

運 賃 150円 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

64,700 58,800 53,500 
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コミュニティバス運行事業【担当課：街づくり総務課】 

6-3-1-1 日常生活の様々な場面に応じた移動手段を用意する 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【「のろっと」の運行】 

コミュニティバス「のろっと」を北部・南部 2ルートで運行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「やまとんＧＯ」の運行】 

ワゴン車を使用して狭い住宅地も通れるコミュニティバス「やまとんＧＯ」を、市内 4 地域で運

行します。 

 中央林間西側地域 相模大塚地域 深見地域 桜ヶ丘地域 

運行距離 
右回り 

約 8.0ｋｍ 

南林間駅行き 

約 8.2ｋｍ 

市役所行き 

約 9.1ｋｍ 

左回り 

約 9.1ｋｍ 

左回り 

約 8.3ｋｍ 

相模大塚駅行き 

約 8.1ｋｍ 

大和駅行き 

約 9.0ｋｍ 

右周り 

約 9.3ｋｍ 

運行本数 
(１日あたり) 

各ルート 44便 

運行間隔 約 30分 

運 賃 150円 

  

 北部ルート 南部ルート 

運行距離 A系統→B系統 約 16.4ｋｍ 

B系統→A系統 約 17.3ｋｍ 
約 20.7ｋｍ 

運行本数 

(1日あたり) 

・中央林間～市役所 

平日 8便／土休日 7便 

・市役所～中央林間 

平日 7便／土休日 6便 

11便 

運行間隔 100～120分 50～105分 

運 賃 100円 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

339,000 418,000 457,000 
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自転車利用環境推進事業【担当課：道路安全対策課】 

6-3-2-1 安全に自転車が利用できる環境や快適な歩行空間を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【自転車通行空間の整備】 

新たな自転車通行空間を創出するため、自転車通行空間整備工事（大和歩行者専用道２号線）を実

施します。 

歩道上に路面シート等を設置し、自転車の交通ルール啓発及び歩行者の安全確保を図ります。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

48,900 46,000 49,000 

 

健康都市大学事業【担当課：図書・学び交流課】 

7-1-2-1 市民の主体的な学びや学び合いを活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【「市民でつくる健康学部」の運営】 

市民が受講生として講義を聴いて学ぶだけでなく、自身が持つスキルや知識、経験を基に講師を

務める講座を実施します。講義を行った市民講師には、年度末に感謝状を贈呈します。 

【「人の健康学部」「まちと社会の健康学部」の運営】 

 市民向けの講座を実施する市の各部署や指定管理者、外郭団体と連携します。 

 事務局直営事業として連続講座を実施します。 

【「月イチ学園祭」の運営】 

市民がより気軽に、楽しく参加できるよう、講座の形態にとらわれない新しい学びの場となるイベ

ントを開催します。 

【受講ポイントの付与】 

 全講座に共通の受講ポイントを導入し、受講の度に、ポイントカードにスタンプを押印します。

受講ポイントを 20ポイント以上取得した市民には、年度末に修了証を授与します。 

【健康都市大学ガイドブックの配布】 

健康都市大学の説明や講座情報をまとめたガイドブックを作成し、配布します。  

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

6,500 6,100 8,000 
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地域スポーツ推進事業（再掲）【担当課：スポーツ課】 

7-3-1-1市民がスポーツを楽しむ機会を提供する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【「夢の教室」開催】 

市立小学校 5年生全クラスを対象に「夢を持つことの大切さ」「仲間と協力することの大切さ」を

伝えていくことを目的とした「夢の教室」を開催します。 

【総合型地域スポーツクラブの創設、活動支援】 

 総合型地域スポーツクラブが自律的で主体的な運営を行えるよう、団体の会員拡大や活動基盤 

安定に向けた支援を行います。 

【「トップスポーツ観戦デー」の実施】 

 トップレベルの大会等を市内の競技施設に誘致して開催し、スポーツに親しむ機会を提供します。

（令和 4年度は JDリーグ（日本女子ソフトボールリーグ）を開催） 

【スポーツボランティアの育成】 

スポーツボランティアに関わる情報・機会を提供するとともに、スポーツを支えるボランティア

活動への参加拡大及び推進を図ります。 

＊地域スポーツ推進事業は、「身体を動かそうプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,900 6,300 6,300 

 

スポーツ関係団体支援事業【担当課：スポーツ課】 

7-3-1-3 スポーツ選手や団体等の活動を支援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

市内のスポーツの普及と振興のため、市内スポーツ関連団体に対して補助金を交付します。 

（大和市地区体育振興会、大和市体育協会、大和市スポーツ少年団、大和市レクリエーション協

会、大和市軽スポーツ協会） 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

4,200 4,200 4,200 

  



 

40 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

  

自治会活動支援事業【担当課：生活あんしん課】 

8-3-1-1 自治会などの地域組織の充実、活性化を図る 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【自治連事務局職員の人件費等の補助】  

自治会と行政との連絡調整の窓口である自治連の活動を支援する一環として、人件費等を補助し

ます。 

【自治会館の賃借料の一部補助】 

 自治会館として使用する土地、建物の賃借料に対して補助金を交付します。 

【自治会で管理する掲示板の新設、修繕の補助】 

自治会活動や市からのお知らせを周知するために重要な役割を持つ、掲示板の新設や修繕等に対

し補助金を交付します。 

【自治会活性化のためのラジオ体操事業奨励金の交付】 

自治会活性化や加入促進、自治会員の健康増進を図るため、ラジオ体操を６か月以上実施する自

治会に対し、奨励金を交付します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

18,700 22,700 23,200 

 

コミュニティセンター管理運営事業【担当課：生活あんしん課】 

8-3-1-1 自治会などの地域組織の充実、活性化を図る 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【指定管理者制度による管理運営】 

 地域住民によって構成された各会館の管理運営委員会と指定管理に関する協定を締結し、相互に

協力し、適正かつ円滑に施設の管理運営を行います。 

【土地賃借料】 

 桜丘及び上和田会館の土地利用について、地権者と賃貸借契約を締結し賃借料を支払います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

139,000 140,000 145,000 
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市民活動センター管理運営事業【担当課：市民活動課】 

8-3-2-1 誰もが市民活動に参加しやすい環境をつくる 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【市民活動団体との協働による管理運営】 

市民活動拠点ベテルギウス内の市民活動センターを市民団体と協働で管理運営し、市民や市民 

団体に対する活動支援を行います。 

【市民活動に関する情報の提供】 

誰もが知識や経験を活かせるようなボランティア情報を提供します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

7,000 6,800 6,800 

 

市民活動推進事業【担当課：市民活動課】 

8-3-2-2 市民の主体的な市民活動を支援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【協働事業等提案制度の実施】 

 協働事業提案を募集し、推進するほか、市民活動の支援、周知を行います。 

【新しい公共を支える市民活動補償制度（ボランティア保険）の運用】 

 市民が安心して市民活動に参加し従事できるよう補償することにより、市民活動を推進し多様な

価値観を認めあう豊かで活力ある地域社会の実現に寄与することを目的としています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,400 1,400 1,400 
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「健康都市大学」は、大和市が目指す将来都市像「健康都市 やまと」にふさわしい

市民の学びの場で、「市民でつくる健康学部」「人の健康学部」「まちと社会の健康学

部」の３つの学部で構成しています。誰でも気軽に参加できる講座から、本格的に学べ

る講座まで、幅広い分野を用意しています。 

 

■「市民でつくる健康学部」 

市民が講師となり、市民どうしが学び合う場です。講義内容は学術的なものから趣味の話、自らの経

験談など、自由なテーマで気軽に聞くことができます。学びを通して市民の新たな居場所づくり、市民ど

うしの繋がりを創出します。 

【受講の概要】 

実施日：日～木曜日（年末年始を除く） 

時間：午前１１時～もしくは、午後３時～ 

会場：文化創造拠点シリウス４階 図書館健康テラス 

※開催方法等は変更する場合があります。 

     ※市民講師は市内在住であればだれでも応募可。 

 

 

■「人の健康学部」「まちと社会の健康学部」                                   

主に専門家が講師となり、市民一人ひとりの生活、余暇をより健康に、楽しく充実し

たものにする講座や、地域や社会との繋がりを重視し、学んだことが、まちや社会の健

康の実現に結びつく講座などを市内各所で開講中です。健康都市大学ガイドブックを

参考に、各主催団体へお申し込みください。  

                                  

 

■受講ポイントカード 

全講座に共通の受講ポイントを導入し、学びの場をより楽しく魅力的なも

のにします。１回の受講で１ポイント、２０ポイント以上取得した方には、年度末

の修了式で修了証を授与します。 

※２０ポイントたまりましたら、市（図書・学び交流課）までご提示ください。 

 

 

■月イチ学園祭 

祝日、１月を除く毎月第 1 火曜日に、文化創造拠点シリウス６階で開催し

ている市民の学園祭です。その名のとおり、学校の学園祭のように、気軽に楽

しく参加できる学びのイベントです。外出のきっかけとして、また多様な交流と

仲間づくりのきっかけとしてして、ぜひ一度ご来場ください。 

 ※開催例  「健康体操＆脳トレ」「みんなの発表会」「卓球」「夏休み！アートでおしゃべり鑑賞会」など 

～「学びを通した居場所づくり」と「多様な交流・仲間づくり」のきっかけに～ 

事例紹介  健康都市大学事業
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大和市健康普及員は自治会から選出され、市内11地区において健康づくりを目的に、地域に密

着した活動を行い、また、健康情報を伝える「健康普及員だより」を年1回発行するなど、地域におけ

る健康づくりの中心的な役割を果たしています。 

■定数 

72 人 

■主な活動 

〇体組成や歩行姿勢などの健康測定会 

  〇体操教室（太極拳、身体調整体操など） 

  〇月例ウォーキング 

  〇「食生活改善推進員」の協力による料理教室 

  

平成28年4月から健康普及員OB 会による月例ウォーキングを開催していました。令和4年3月

末にOB会の解散後、令和4年度から各地区の健康普及員が月例ウォーキングを引き継ぎ開催して

います。 

毎年、大和市ウォーキングマップを改訂し、市ホームページ掲載の他、市内の公共施設や市内各駅

のラックなどに配架するなど、市民の方が気軽にウォーキングに取り組めるよう普及啓発しています。 

■活動状況 

【月例ウォーキング】         駅前看板                  受付・検温・スタンプ押印 

【地区教室】 

体操教室                             月例ウォーキング・準備体操 

 

 

 

 

 

 

健康測定会                         料理教室 

 

 

【健康普及員だより】年１回発行 

市民の取り組み   「大和市健康普及員」の活動 
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市民が健康の維持増進に取り組むうえでは、安全・安心に生活できる環境が整っているこ

とも必要です。病気の予防や早期発見のための検診制度の充実を図るとともに、防災機能の

強化や防犯意識の向上などに取り組むことで、暮らしの安全・安心を守ります。 

 

 

 

 

 

 

【健康都市プログラム登載事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロジェクトに関連する個別計画】 

・大和市国民健康保険データヘルス計画・特定健康診査等実施計画 

・やまと自殺総合対策計画 

・やまと子育て応援プラン（大和市子ども・子育て支援事業計画） 

【関連計画における参考となる指標】  

・健康都市やまと総合計画の成果を計る主な指標 

 現状値 

（平成 28年） 

中間目標値 

(令和３年) 

目標値 

（令和５年) 

実績値 

（令和３年度） 

子育てに関する不安を相談できる場

があると思う市民の割合 
５２．２％ ５８．０％ ６０．０％ ５８．２％ 

介護を必要とする人が安心して暮ら

していると思う市民の割合 
４９．４％ ５４．５％ ５６．５％ ５６．３％ 

・やまと自殺総合対策計画の数値目標 
 現状値 

（平成 29年） 

目標値 

(令和４年) 

実績値 

（令和３年） 

自殺死亡率（人口 10万人あたりの

自殺死亡者数） 
１４．５ １２．３以下 １６.６  

 

 

 

 

 

 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ４ 命を守ろうプロジェクト 

1 2 3 4 5 6 7 8

健康相談･教育事業 24時間健康相談の実施 〇 健康づくり推進課 45

健康診査事業 各種がん検診の実施 〇 医療健診課 45

自殺対策事業 自殺対策講演会の開催 〇 健康福祉総務課 46

救急医療情報活用事業 救急医療情報キットの配布 〇 医療健診課 46

高齢者見守り事業 高齢者見守り（緊急通報）システムの設置支援 〇 人生100年推進課 46

妊婦健康診査事業 妊婦健康診査費用の助成 〇 すくすく子育て課 47

妊産婦・新生児等訪問事業 妊産婦・新生児等の家庭訪問の実施 〇 すくすく子育て課 47

子育て世代包括支援センター事業 電話相談、家庭訪問の実施、ケアプランの作成 〇 すくすく子育て課 47

児童生徒安全対策事業 防犯ブザーの配布 〇 指導室 48

いじめ等対策事業 教育フォーラムの開催 〇 指導室 48

地域防災訓練事業 地域防災訓練指導の実施 〇 消防署管理課 49

地域防犯活動推進事業 防犯教室等の開催 〇 生活あんしん課 49

交通安全啓発事業 交通安全教室等の開催 〇 道路安全対策課 50

応急手当普及啓発事業 各種救命講習会の開催 〇 救急救命課 50

救急活動事業 傷病者の救命処置及び医療機関への搬送 〇 消防署管理課 51

命を守ろうプロジェクト一覧

「健康都市やまと総合計画　実施計画」における

主要な事務事業より抽出

主な取り組み

健康都市やまと総合計画

基本目標

人 まち 社会

所管課 ページ
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【各事業の取り組み内容】 

健康相談・教育事業【担当課：健康づくり推進課】 

1-1-1-1 市民の間での健康づくり活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【健康講座、訪問指導等の実施】 

シリウスの健康テラスでの健康講座や市民からの依頼を受けて地域に出向く健康教室等を実施す

ることにより健康づくりの普及啓発を行います。 

保健師や管理栄養士の家庭訪問による個別指導は、糖尿病（性腎症）重症化予防・低栄養予防・

口腔機能低下防止等を目的とし、実施しています。 

（※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、訪問を電話相談にして実施している場合もあります。） 

【24時間健康相談の実施】 

専門職による 24時間電話相談を、委託により実施します。 

【保健事業と介護予防の一体的実施】 

高齢者は複数の慢性疾患に加え、要介護状態に至る前段階においてもフレイル状態になり易いた

め、保健事業と介護予防の取り組みを一体的に実施し、健康寿命の延伸を目指します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

32,500 32,300 38,000 

 

健康診査事業【担当課：医療健診課】 

1-1-2-1 自らの健康状態を把握できる環境を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【がん検診（胃、肺、大腸、乳房、子宮、前立腺）】 

 市内医療機関や保健福祉センター等の施設でがん検診を実施します。 

【未受診者への再勧奨】 

 過去 3年間がん検診を受診していない 40・45・50・55・60歳の対象者、子宮がんまたは乳がん検

診が無料になる勧奨年齢対象の未受診者へ再勧奨を実施します。 

【精密検査受診未把握者の追跡調査】 

 がん検診で精密検査が必要と診断され、その後の検査結果を確認できていない方を対象に、受診

状況の追跡調査を実施します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

829,000 832,000 853,000 
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自殺対策事業【担当課：健康福祉総務課】 

1-1-2-3 心の健康の保持を図る 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【自殺対策の主な活動】 

自殺防止相談電話による相談支援、こころサポーター（ゲートキーパー）養成研修とフォローア

ップ研修を開催します。 

やまと自殺総合対策計画の実施のため、普及啓発として自殺対策講演会を開催します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,200 3,200 1,200 

 

救急医療情報活用事業【担当課：医療健診課】 

1-2-1-2 市民が適切な医療を受けられるよう支援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                   

【救急医療情報キットの配布】 

保健福祉センター（医療健診課）、本庁舎（介護保険課）、各学習センター、消防本部、市内 10薬

局、市内全郵便局等において配布を行います。 

救急フェア等の市主催イベントで配布を行います。 

【救急医療情報の更新等をうながすための PR】 

 広報やまと等による広報活動を行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

400 500 500 

 

高齢者見守り事業【担当課：人生 100年推進課】 

2-1-1-1 高齢の方にとって安心できる生活環境を整える 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【高齢者見守り（緊急通報）システム】 

65歳以上のひとり暮らし等で心臓病等があり、緊急時に外部へ連絡することが困難な方や、80歳

以上のひとり暮らしの方等に、ボタン 1 つで通報できる緊急通報装置と、異常を感知した際に自

動的に通報する人感センター等を貸与します。 

令和 4 年度から、自宅に固定電話回線がない方でも、携帯電話があれば利用可能なモバイル型緊

急通報システムを新たに導入します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

19,400 18,800 19,900 
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妊婦健康診査事業【担当課：すくすく子育て課】 

3-1-1-1 こどもの健やかな発育・発達を支援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【妊婦健康診査費用の助成】 

妊婦健康診査に係る費用の一部を助成し、定期受診を勧めることで、母子の適切な健康管理に努

めます。親子健康手帳（母子健康手帳）交付時に、妊婦健康診査費用補助券 14回分（多胎児妊娠

は 17回分）を交付し、公費助成します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

128,000 122,000 120,000 

 

妊産婦・新生児等訪問事業【担当課：すくすく子育て課】 

3-1-1-1 こどもの健やかな発育・発達を支援する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【妊産婦・新生児等の家庭訪問の実施】 

親子健康手帳（母子健康手帳）の交付時や各種健康診査において把握された、継続的支援を必要

とする妊産婦や乳幼児を対象に、保健師や管理栄養士が訪問し、支援を行います。 

【おおむね生後 4か月までの乳児のいる家庭の全戸訪問】 

おおむね生後 4か月までの乳児のいる家庭を対象に、「赤ちゃん訪問」を実施しています。訪問時

には、新生児や乳児の発育発達の確認、産婦の体調管理や授乳、産後うつに関する支援を実施し

ます。また、地域の育児情報やサービス利用方法についても案内します。 

【妊娠から産後期に助産師による相談・訪問の実施】 

「助産師さん何でも相談」を実施し、妊産婦等が抱える妊娠・出産や子育てに関する悩み等につ

いて、助産師が相談支援を行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

6,800 6,700 7,200 

 

子育て世代包括支援センター事業【担当課：すくすく子育て課】 

3-1-2-2 保護者の子育てに関する不安や負担を軽減する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【電話相談、家庭訪問、ケアプラン作成等】 

 妊娠を考えたときから、妊娠・出産・子育てに関する相談に、ワンストップで応じます。また、必

要に応じて支援プランを作成し、各種母子保健事業や子育て支援事業をコーディネートすること

で、切れ目のない支援を実施します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

2,500 2,500 2,600 
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児童生徒安全対策事業【担当課：指導室】 

4-2-1-2 こどもが非行や犯罪に関わらないよう未然防止策を講じる 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【PSメールを活用した情報伝達】 

 犯罪、不審者、自然災害等の情報を利用登録した保護者へ迅速に伝達します。 

 学校ごとの連絡事項を利用登録した保護者へ迅速に伝達します。 

【防犯ブザーの配布】 

全市立小学校の新 1年生に防犯ブザーを配布します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

3,000 2,700 2,700 

 

いじめ等対策事業【担当課：指導室】 

4-2-2-1 いじめの撲滅、不登校児童生徒の減少を図る 

◇令和 4年度の取り組み◇                   

【いじめ・不登校に関するフォーラムの開催】 

いじめ・不登校について学校、地域で考え、行動に移せるよう教育フォーラムを開催します。 

【児童支援中核教諭の配置（全小学校）】 

 全市立小学校において指導体制の充実を図るため、児童支援中核教諭を校内から選任し、その授

業代替要員として非常勤講師を配置します。 

【スマートフォン用匿名報告・相談アプリケーションの整備（全中学校）】 

スマートフォン用の匿名報告・相談アプリケーションを市立全中学校生徒が使用できる環境を整

備します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

16,800 18,200 18,500 
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地域防災訓練事業【担当課：消防署管理課】 

5-1-1-1 防災・減災に対する自助・共助の取り組みを推進する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【地域防災訓練】 

自治会、自主防災会等の市民が実施する地域防災訓練等を指導します（スタンドパイプ消火資機

材取扱い訓練、初期消火訓練、心肺蘇生訓練、震度体験訓練、AED取扱い訓練等の指導）。 

 （令和３年度実績）   

  訓練実施回数：６回、参加人員：249人、参加自主防災会数：13自主防災会 

新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため受付を中止していました。 

 

【スタンドパイプ消火資機材】 

 大規模震災時の同時多発火災に対応するため、スタンドパイプ消火資機材の担い手の育成に取り

組んでおり、市内各所でスタンドパイプ消火資機材に特化した講習会を開催（基本編、応用編）する

ほか、中学生には同資機材の必要性や取扱方法を学習する機会を設けます。 

 また、認知度向上を図るため、小・中学校・コミュニティーセンターに標章や横断幕の設置を行い

ます。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

3,400 9,100 4,500 

 

地域防犯活動推進事業【担当課：生活あんしん課】 

5-2-1-1 犯罪発生件数の減少を図る 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【防犯教室等の開催】 

大和警察署及び防犯活動ボランティア団体と協力し、自治会、小学校など申し込みのあった団体

に対して防犯講話を実施します。 

【防犯キャンペーンの実施】 

大和警察署及び防犯活動ボランティア団体と協力し、駅前や大型商業施設周辺で、通行人や施設

利用客に対して防犯啓発のキャンペーンを実施します。 

【ヤマト SOS支援アプリの運用】 

スマートフォン向けアプリケーション「ヤマト SOS 支援アプリ」を運用し、市内の防犯・防災等

に関する情報を市民に配信します。 

【振り込め詐欺防止対策のための電話機等購入費補助】 

音声を録音する旨のメッセージが流れ会話を自動で録音できる機能を備えた電話機等の機器の購

入者に対して補助金を交付し、振り込め詐欺被害の防止を図ります。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

8,600 8,900 9,200 
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交通安全啓発事業【担当課：道路安全対策課】 

5-2-2-1 交通事故発生件数の減少を図る 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【交通安全教室等の実施】 

 交通安全教室等を実施します。 

【TSマーク取得及び幼児・児童用ヘルメット購入助成】 

 自転車安全利用講習会等の参加者に対し、自転車運転免許証及び認定証を交付し、TSマーク取得

及び幼児・児童用自転車ヘルメット購入助成を行います。 

【自転車保険の実施】 

 平成 28年度から市立小学 5・6年生、平成 29年度から市立中学生までを対象とした「自転車保険

付き自転車運転免許証」の交付を実施しています。 

【シルバー・ドライブ・チェックの実施】 

 市内在住の 70 歳以上の高齢ドライバーを対象にドライブレコーダーを活用した安全運転診断を

実施します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

29,500 30,800 31,400 

 

応急手当普及啓発事業【担当課：救急救命課】 

5-2-4-1 市民、地域、事業者の火災対応力や応急手当能力を強化する 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【各種救命講習会の開催】 

市民、事業所及び団体を対象に、各種救命講習会（応急手当、普通、上級、普及員）を開催します

が、毎月第一土曜日の「AEDの日」については、令和３年度と同様に開催を見合わせました。 

令和 3年度実績 普通救命講習Ⅰ・Ⅲ 実施回数 49回、参加人員 304人 

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、各種講習会の一部と AEDの日は中止としました。）   

【やまと AED救急ステーションの認定】 

 事故や病気により呼吸や脈が止まった場合、すぐに AED を使用して除細動（電気ショック）を行

うことができる環境を整備するため、事業所などに設置されている AED を、緊急時に提供してい

ただけるよう「やまと AED救急ステーション」として認定します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

1,800 1,500 1,500 
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救急活動事業【担当課：消防署管理課】 

5-2-4-2 火災などの被害を最小限にするため、迅速かつ効果的、効率的な活動を行う 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【災害出動】 

 救急車の台数（非常用救急含む）：7台 

 出動件数：11,300回 ※令和３年中の出動件数 

 搬送人員：10,159人 ※令和３年中の搬送人員 

 救急救命士数：46人 

【救急活動用消耗品の購入】 

 主な消耗品：感染防止衣、ディスポグローブ、マスク、N95、防護服 

 主な薬剤：アドレナリン、乳酸リンゲル、50％ブドウ糖溶液 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

12,300 11,100 12,700 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

52 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
 

 

本市では、お母さんとお子さん、そのご家族が、安心してすこやかに暮らせるよう、妊娠を考えたときか

ら、妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援に努めています。 

今回は、赤ちゃん訪問での取り組みをご紹介します。本市の赤ちゃん訪問は、保健師や助産師、管理

栄養士、看護師といった専門職が生後 4か月までの赤ちゃんのいるお宅へ訪問させていただき、赤ちゃ

んとお母さん、そのご家族の心身の健康状態を確認し、相談に応じ、支援を行っています。 

 

■赤ちゃんが生まれたら出生連絡票（ハガキ）をいただきます。 

赤ちゃんが生まれたら、ご家族の方より親子健康手帳（母子健康手

帳）別冊に綴られている出生連絡票をいただきます。連絡票の到着後、赤

ちゃん訪問の日程調整のため、市から連絡をします。ご質問や育児に関

するご相談についても、その際に伺っています。 

 

 

■赤ちゃんの発育を確認します。赤ちゃんに関する悩みやご質問があれば、一緒に考えます。 

赤ちゃん訪問では、ベビースケールを使って赤ちゃんの体重を計測し、

赤ちゃんの成長を確認しています。赤ちゃんの体重の増え方についてや、

母乳やミルクの飲ませ方、赤ちゃんの皮膚のトラブルについてなど、日ごろ

の疑問や育児のご相談に応じています。 

 

 

■出産後のお母さん、ご家族の体調に変わりがある時は。 

産後の体調が十分ではない中、慣れない育児で、お母さんやご家族の方は眠れない状況が続きます。

また、赤ちゃんは可愛いけど、育児がつらいと感じることがあることも少なくありません。 

お母さんの心身の状態を確認するとともに、不安が大きいときや十分なサポートが得られないときに

は、赤ちゃんと一緒に利用ができる「産後ケア」をはじめ、「ファミリーサポートセンター」などの活用をご

提案しています。 

 

■地域の育児情報をご案内します。 

赤ちゃんと一緒にお出かけできる場所や相談できる場所などをご紹介します。交流を目的とした講座

もありますので、気分転換に赤ちゃんと一緒に出かけてみることをお勧めしています。 

 

訪問したご家庭からは、「赤ちゃんとの生活が始まり、不安でいっぱ

いだったが、体重を計測してもらって、安心した。」「話を聞いてくれて嬉

しかった。」「大和市に住んで日が浅く、地域のことを知らなかった。赤

ちゃんと一緒に、出かけてみようと思った。」などの声をいただいていま

す。 

（※訪問時には、新型コロナウイルス感染症対策を講じて実施しています。） 

 

 

赤ちゃん訪問 職員 

親子健康手帳（母子健康手帳） 

赤ちゃん訪問の様子 

事例紹介   妊産婦・新生児等訪問事業 
 ～赤ちゃん訪問の取り組み～ 
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市民の取り組み   自主防災組織による防災活動について 

 

全国各地で震災、水害、土砂災害などの様々な自然災害が起きており、災害はいつ何時どこで

発生してもおかしくありません。 

災害時には、自助（各家庭で災害に備え自分の身は自分で守る）、共助（地域の人々が協力して

助け合う）、公助（行政機関による援助活動や物資支援）が互いに一体となることで、被害を最小

限に食い止め、早期の復旧・復興を可能にするといわれています。 

住民によるコミュニティにおける自主防災活動を促進し、地域ぐるみの防災体制を確立するこ

とも重要です。 

そのため、各自治会や団体に組織された自主防災会による防災訓練にて、安否確認やスタンド

パイプを用いた消火活動などの実践的な訓練や耐震車体験などを実施しています。 

コロナ禍における防災訓練は、マスクの着用や密集を避ける工夫などが必要となりましたが、

訓練は繰り返し行うことで、いざという時の行動に結びつきます。 

各自主防災会としては、今後も継続して防災訓練を行いますので、一人でも多くの方にご参加

いただけるよう努めてまいります。 

 

■地域防災訓練の様子 
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心身の健康づくりには、ゆとりのある空間で、自らの意思で自由に学び、自分自身や生活の

質を高めていくことも大切です。日々の疲れを癒し、明日への活力を生み出せるよう快適な都

市空間を整備するとともに、豊かな文化や芸術にふれ、充実した時間を送るための環境づくり

に努めます。 

 

 

 

 

 

 

【健康都市プログラム登載事業】 

 

 

 

 

【プロジェクトに関連する個別計画】 

・大和市都市農業振興基本計画 

・中央林間地区街づくりビジョン 

・大和市文化芸術振興基本計画（第 3期） 

【関連計画における参考となる指標】 

・健康都市やまと総合計画の成果を計る主な指標 

 現状値 

（平成 28年） 

中間目標値 

(令和３年) 

目標値 

（令和５年） 

実績値 

（令和３年度） 

大和市には、緑や公園が多い

と思う市民の割合 
６８．７％ ７１．０％ ７３．０％ ７１．２％ 

文化や芸術活動が盛んに行わ

れていると思う市民の割合 
４５．７％ ５５．５％ ５９．５％ ４８．２％ 

・大和市都市農業振興基本計画の目標数値 
 現状値 

（平成 30年） 

目標値 

(令和 10年度) 

実績値 

（令和３年度） 

市民農園区画数 ９４３区画 １，１００区画 ９６５区画 

・大和市文化芸術振興基本計画（第 3期）の目標数値 
 現状値 

（平成 29年） 

目標値 

(令和５年) 

実績値 

（令和３年） 

やまと芸術文化ホール年間利用者数 
３０６，０１８人 ３２４，０００人 １０４，５２０人 

 

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ５ ゆとりを感じようプロジェクト 

1 2 3 4 5 6 7 8

つどいの広場事業 つどいの広場の運営 〇 こども総務課 55

子育て支援センター運営事業 子育て支援センターの管理運営 〇 こども総務課 55

放課後児童クラブ事業 放課後児童クラブの運営 〇 こども・青少年課 55

児童館管理運営事業 児童館の管理運営 〇 こども・青少年課 56

青少年育成事業 わくわく冒険隊等の実施 〇 こども・青少年課 56

緑地保全事業 緑地施設の管理 〇 みどり公園課 56

大規模緑地整備事業 大規模緑地の用地交渉、測量 〇 みどり公園課 57

保存樹林等支援事業 保存樹林、保存生垣、保存樹木の指定 〇 みどり公園課 57

緑化推進支援事業 緑に関する相談業務の実施 〇 みどり公園課 57

市民農園運営事業 市民農園の運営支援 〇 農政課 58

中央林間駅周辺まちづくり事業 中央林間駅周辺のまちづくり 〇 街づくり総務課 58

ゆとりの森整備事業【再掲】 公園施設の整備 〇 みどり公園課 58

図書館管理運営事業 図書館の管理運営 〇 図書・学び交流課 59

文化芸術振興事業 文化芸術活動の発表の場及び芸術鑑賞の機会の提供 〇 文化振興課 59

芸術文化ホール管理運営事業 芸術文化ホールの管理運営 〇 文化振興課 59

ゆとりを感じようプロジェクト一覧

「健康都市やまと総合計画　実施計画」における

主要な事務事業より抽出

主な取り組み

健康都市やまと総合計画

所管課 ページ
基本目標

人 まち 社会



 

55 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

【各事業の取り組み内容】 

つどいの広場事業【担当課：こども総務課】 

3-1-2-2 保護者の子育てに関する不安や負担を軽減する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【つどいの広場の運営】 

子育てアドバイザー2名を配置し、子育ての悩み相談、利用者の親子に対する地域の子育て関連情

報の提供を行うとともに、子育てボランティア等に対する研修を実施します。 

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、定員制・入替制で実施。） 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

28,700 28,800 28,800 

 

子育て支援センター運営事業【担当課：こども総務課】 

3-1-2-2 保護者の子育てに関する不安や負担を軽減する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

 子育てに関する情報提供、子育て何でも相談、子育てサロンの運営、子育てサークル支援等につ

いて指定管理で運営します。 

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予約制・定員制で実施。） 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

16,200 16,200 20,000 

 

放課後児童クラブ事業【担当課：こども・青少年課】 

3-2-1-1 保護者のニーズに応じてきめ細やかな保育等を提供する 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【公営児童クラブの運営】 

小学校の余裕教室等を活用し、資格を有する支援員等により児童クラブの運営を行います。 

【民営児童クラブへの業務委託、運営補助金の交付】 

公営児童クラブのない学区（南林間小学校、西鶴間小学校）については、民営の児童クラブに業

務を委託します。公営及び委託民営児童クラブに入会できない児童（入会保留児童）を受け入れ

た他の民営児童クラブについては、その人数により、市から運営補助金を交付します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

530,000 491,000 508,000 
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児童館管理運営事業【担当課：こども・青少年課】 

4-2-3-1 こどもたちの活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

子どもたちと関わりを持ちながら、様々な季節の事業を通して想像力豊かな発想を導き出すよう、

コミュニティセンター併設館２０館及び単独児童館２館それぞれの指定管理者が地域に密着した

管理運営を行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

67,200 69,600 71,400 

 

青少年育成事業【担当課：こども・青少年課】 

4-2-3-1 こどもたちの活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                   

大和ユースクラブに、小学校 5・6年生を対象とした「わくわく冒険隊」などの青少年に関わる事

業を委託することで、自主企画・自主運営を促進するとともに、若者の健全育成と能力開発を図

ります。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

200 900 900 

 

緑地保全事業【担当課：みどり公園課】 

6-1-3-1 市内にある貴重な緑や自然を保全する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【保全緑地契約の更新】 

 本市の貴重な財産である大規模な緑地を将来に残すため、買取や賃貸借契約を締結し保全します。 

【緑地施設の管理】 

安全管理の側面から支障木や危険木の処理を適正に行い、森の更新伐採も計画的に進め、緑地施

設の維持管理に努めます。 

【測量調査】 

用地買収や境界確定の際に、必要性に応じて測量調査を行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

38,300 39,700 41,000 
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大規模緑地整備事業【担当課：みどり公園課】 

6-1-3-1 市内にある貴重な緑や自然を保全する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【大規模緑地の用地交渉、測量】 

市内に残る貴重な財産である大規模緑地を、将来にわたって保全していくために、土地所有者と

継続的に用地交渉を行い、用地買収の際には、必要に応じて測量調査を行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

2,100 0 3,100 

 

保存樹林等支援事業【担当課：みどり公園課】 

6-1-3-1 市内にある貴重な緑や自然を保全する 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【保存樹林・保存生垣・保存樹木を指定し、協定を締結】 

市街化区域内に点在する緑を保存するために、一定要件のもとに新規保存樹林等を指定し協定を

締結します。また、協定期間満了者に対する協定の更新を行います。 

【緑化奨励金の支給】 

 協定締結者に対して、それぞれの規定に応じた緑化奨励金を支払います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

31,900 30,600 30,400 

 

緑化推進支援事業【担当課：みどり公園課】 

6-1-3-2 地域緑化の推進を図る 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【緑に関する相談業務】 

 グリーンアップセンターにて年末年始を除く水曜日、金曜日並びに日曜日午前 10時から午後 4時

まで専門の相談員を配置し、市民を対象に相談業務を行います。 

【生垣設置、ブロック塀撤去への費用助成、現物支給】 

生垣設置に伴う設置費用や既存ブロックの撤去などの助成制度を広報等で PRし、新たな緑を創出

します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

2,000 2,000 2,000 
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市民農園運営事業【担当課：農政課】 

6-1-3-3 農地の適正な保全、活用を図る 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【市民農園の運営支援】 

市民農園の管理及び運営をしている各市民農園の代表からなる大和市民農園運営委員会を支援し

ます。 

 4月頃に夏野菜栽培講習会、7月頃に秋野菜栽培講習会を開催し、農園利用者が自ら農作物を栽培

する興味や知識の向上を図ります。 

（令和 4年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、夏野菜栽培講習会は中止） 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

4,900 4,700 4,700 

 

中央林間駅周辺まちづくり事業【担当課：街づくり総務課】 

6-2-2-1 住環境の維持、改善を進める 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【小田急中央林間駅施設改善】 

 小田急江ノ島線上りホームトイレ改修及びホームドア設置に向けた工事を支援します。 

 小田急中央林間駅東側改札口と東急中央林間駅間の連絡経路上の道路整備を実施します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

10,000 165,000 12,000 

 

ゆとりの森整備事業（再掲）【担当課：みどり公園課】 

6-2-3-2市民に親しまれる公園づくりを推進する 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

園地の適正管理のため、市管理地の暫定整備と、遊具エリアの芝生張替及び保護マットの設置を

行います。 

＊ゆとりの森整備事業は、「身体を動かそうプロジェクト」にも登載されています。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

5,500 2,800 3,800 
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図書館管理運営事業【担当課：図書・学び交流課】 

7-1-1-1 市民の本との出会いや読書活動を活発にする 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

【大和市立図書館、中央林間図書館、渋谷図書館の管理運営】 

 指定管理者制度を活用し、図書館の円滑な管理運営を行います。 

  各図書館で運用する図書館システムを運用します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

606,000 638,000 571,000 

 

文化芸術振興事業【担当課：文化振興課】 

7-2-1-1 市民の文化芸術活動の裾野を広げる 

◇令和 4年度の取り組み◇                  

【文化祭、文芸祭の開催】 

市民が日頃の文化芸術活動を発表できる場を提供し、知識・技術の向上、文化に対する意識の高

揚と普及を図ります。 

【コミュニティ音楽館の開催】 

コミュニティセンターで質の高い音楽を気軽に楽しめるコンサートを開催します。 

【YAMATO ART 100の実施】 

文化芸術の力で、人とまちを元気にするため、秋に開催する様々な文化芸術イベントをまとめ、

大和の文化芸術の情報を広く発信します。 

【文化芸術顕彰の実施】 

優れた創造活動を行っているアーティストや大和の文化芸術の発展に貢献した人など、大和市の

文化芸術の振興に寄与した方を表彰します。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

9,200 9,000 6,100 

 

芸術文化ホール管理運営事業【担当課：文化振興課】 

7-2-1-1 市民の文化芸術活動の裾野を広げる 

◇令和 4年度の取り組み◇                 

指定管理者制度を活用し、芸術文化ホール（メインホール・サブホール・ギャラリー・マルチス

ペース）の管理運営を行います。 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実施計画に定める 

事業費の推計（千円） 

291,000 290,000 290,000 
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事例紹介   芸術文化ホール管理運営事業 

 

平成 28 年 11 月に開館しました「やまと芸術文化ホール」（シリウス内）は、メインホール・サブホ

ール・ギャラリー・マルチスペースの４つの施設により構成されています。 

このホールは、市民が良質な文化芸術に触れられる機会を提供するため、文化芸術振興の拠点施

設として、整備されたものです。大和駅前という立地に恵まれていることもあり、開館以来、高い稼働

率を維持し、多くの方にご利用いただいています。 

「文化や芸術活動が盛んに行われていると思う市民の割合」は、ホール建設前と後を比較すると

大幅に増加するなど、本市の文化振興の象徴となっています。 

 

■文化や芸術活動が盛んに行われていると思う市民の割合(総合計画に関する市民意識調査) 

令和３年度 平成３０年度 平成２８年度 

48.2% 60.2% 45.7% 

 

■やまと芸術文化ホールの稼働率（４施設合計／日数単位） 

令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 

8２% 54% 90% 88% 87% 83% 

※令和 2年度は、新型コロナウイルス感染拡大のため、稼働率が大幅に減少 

 

■指定管理者主催事業 

芸術文化ホールでは、市民の多様なニーズに応えるため、各種コンサートや演劇公演を開催す

るほか、文化芸術を身近に感じてもらうため、公募型イベントやアウトリーチ活動を行うなど、様々な

事業を展開しています。 

また、文化芸術顕彰を受賞した市内の著名なアーティストを活用した公演等も積極的に実施し

ています。 

【令和４年度の主な事業】 

0歳からのオーケストラ ～ズーラシアンブラス meets東京交響楽団（４月、メインホール） 

柳家あお馬 子どものための「落語のいろは」（５月、ギャラリー） 

オフ・ブロードウェイ・ミュージカル「Forever Plaid」（６月、メインホール） 

こどものための楽器体験 PAN NOTE MAGIC for KIDS（８月、メインホール） 

サーカス 45周年コンサート〜We love harmony〜（１０月、メインホール） 

みんなの音楽会 バリアフリーコンサート（３月、サブホール）    etc 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0歳からのオーケストラ 

 ～ズーラシアンブラス meets東京交響楽団 
柳家あお馬 子どものための「落語のいろは」 
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市民の取り組み   「しらかしのいえボランティア協議会」の活動紹介 

ウィズコロナ生活が定着しつつある今年は、ボランティア活動もウィズコロナで続けて来ました。感染症

対策に気を抜かず、協議会作成の「感染拡大防止ガイドライン」を踏まえて活動しています。ボランティア

の関わる企画行事では参加される人数を定員制、事前登録にするなど人数制限も取り入れ感染予防に

力を入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「泉の森観察会」子供向け「自然と遊ぼう」「野鳥と森の自然散策」「樹木ウオッチング」など泉の森ガイ

ド部会、自然あんない部会、野鳥部会、植物調査班が活動しています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

復活したタコノアシ 野鳥個体数調査 ミーティング 

野鳥と森の自然散策 自然と遊ぼう 泉の森観察会 

一般向け行事の企画と運営のボランティア活動 

泉の森の環境保全を行っている環境管理部会では活動時のミーティングは外部で行い参加者の体調チ

ェックも行っています。引地川の環境を守る活動をしている柳とあそぼう引地川部会では水辺の環境に関わ

るトンボの調査活動や環境整備を行っています。植物調査班では激減したタコのあしの復活に力を注ぎま

した。 

 

 

 

 

「大和の自然ハンドブック」の「トンボ編」を発行しまし
た。自然観察センターが担当しボランティアが協力して
編集作成しました。 

キンラン 

（キャンプ場） 

ハグロトンボ 
（引地川） 

タコノアシ 
（湿生地） 

環境保全、環境整備、調査のボランティア活動 
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■健康都市連合憲章（Charter of the Alliance for Healthy Cities） 

（2003 年 10 月 17 日  マニラ／2004 年 10 月 13 日  クチン／2008 年 10 月 26 日  市  川）  

前文  

 私たち健康都市連合のメンバーは；  

 市民の生活の質（Quality of life）を向上させ、不平等を是正することを決意する。  

 健康とは、単に疾病や障害がないだけでなく、肉体的・心的・社会的・精神的に良好な状態であること、さら

に健康が住民の基本的権利であることを認識する。また、互いの組織が協力しあい、できるだけ高いレベルの

健康を達成するために多部門による行動が必要であることを確認する。  

 都市化（Urbanization）は全世界的な現象であり、都市住民の生活の質と健康の向上のためには、組織

横断的な行動が必要であると認識する。  

 都市がかかげている社会的、政治的、経済的、環境、そして健康についての目標を達成するために、地方政

府は急速に拡大する都市域を適切に経営し、説明責任、透明性、予見性をそなえ、そして法令に従って運営

しなければならないことを認識する。  

 ヘルシーシティーアプローチ（Healthy Cities approach）を通して、個人やグループが自身の生活の質を

向上できるようにすることを決意する。  

 都市間でヘルシーシティーのアプローチとその考え方について情報や経験を積極的に共有する。  健康を重

視する都市政策（Healthy public policy）を立案し、健康を支える環境を整え、コミュニティーの活動を強

化し、個人の能力開発を促し、より高い健康水準を達成するための新たな方向性を開拓することに責任をもっ

て取り組む。  

 私たちはここに健康都市連合ビジョン（the vision of the Alliance for Healthy Cities）を宣言する。  

 すべての市民が協調して平和に暮らす都市・コミュニティーの構築を目指す。  

 持続可能な成長と多様性の尊重を実現し、できるだけ高い生活の質と健康を人々が平等に達成できるよう、

市民生活のあらゆる場面において健康を増進し保護することに責任をもって取り組んでいく。  

 ここに私たちの連合の理念と行動を具体化し活動の指針となるべきものとして、健康都市連合憲章を公布

する。  

第 1 条  一般条項（General Provisions） 

第 1.1 項  連合に係る組織名を「健康都市連合（Alliance for Healthy Cities）」とする。（以下「連合

（Alliance）」という。）   

第 1.2 項  連合はその理念、目標および目的を共有する都市から構成され、その運営がおこなわれる国にお

いては非政府・非営利団体として登録される。  

第 1.3 項  本憲章は、以下の条項で定義される全ての正会員および準会員に適用される。  

第 1.4 項  本憲章の条項は、会員及び準会員が所在する国が設置・締結する法・国際条約にかわるもので

はない。  

第 2 条  用語の定義   

第 2.1 項  健康都市（Healthy Cities） 

健康都市とは、継続して都市の物的・社会的環境の改善を行い、人々が互いに助け合い、生活のあらゆ

る局面で自身の最高の状態を達成するために、都市にある様々な資源を幅広く活用し、さらに発展させて

いく都市である。   

第 2.2 項  健康促進（Health Promotion） 

健康促進とは人々が自身の健康をコントロールし、自ら健康な状態を達成できるよう促すことである。   

第 2.3 項  ヘルシーセッティング（Healthy Settings）  

ヘルシーセッティングとは、社会生活の中で人がまとまって活動する空間が、総体として健康促進を支える物

的・社会的環境条件を備えていることを指す。  
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第 2.4 項  生活の質（Quality of life）s 

生活の質とは、各々の文化的背景・価値観の中における自己の境遇についての理解と定義され、個々人

の目標・期待・判断基準・関心事に深く関係するものである。  

生活の質は、個々人の肉体的な健康、精神的状態、自立の程度、社会的な関係、個人の信念、環境の

特色との関係など、広い諸概念を含んだものである。   

第 2.5 項  都市（City）  

都市とは、都市政府（city governments）、都市連合政府（governing units of cities）、地方自

治体（municipalities）及びそれと同等の組織（equivalent organizations）を指す。   

第 3 条  連合の目標と目的   

第 3.1 項  目標（Goal） 

健康都市の目標は、ヘルシーシティーアプローチを通じ、持続的な方法により都市居住者の健康を守り

促進し、生活の質を向上させることである。   

第 3.2 項  目的（Objectives）  

第 3.2.A 項  健康都市の取り組みを強化し、生活の質を向上させるための斬新なプランとプログラムの開発

を促し、特定の環境下での健康に関する課題に取り組んでいく。  

第 3.2.B 項  メンバー間で生活の質の向上や健康に関する共通した問題に関する知識や経験を共有する。   

第 3.2.C 項  先進的で特徴ある健康都市の取り組みを表彰する。   

第 3.2.D 項  西太平洋地域とその他の地域にある都市・組織間の連携を図り、健康都市の取り組みが行わ

れるよう、利用可能なすべての資源を配置して活用する。   

第 3.2.E 項  健康都市のあらたな知識・技術を、学術的・学際的な連携により開発していくと同時に健康都

市の計画・実行・評価手法を向上させるための技術的手段をまとめていく。   

第 4 条  組織の構成およびその管理   

第 4.1 項  総会（General Assembly） 

総会は、連合の主たる意思決定機構であり、正会員（ Full members）および準会員（Associate 

members）からなる。総会は 2 年ごとに総会により決定された開催地に集まり、理事会（Steering 

Committee）により提案された向こう 2 年間の政策・プログラム・予算および活動内容について承認を行

う。  

第 4.2 項  理事会（Steering Committee）  

理事会は総会により選出され、連合における政策立案の役割を担う。理事会は 12 の正会員と準会員

からなり、任期は 1 期 4 年、最長 2 期務めることが可能で、任期終了後 2 年は再任されない。理事会は、

正会員 7 都市と準会員 5 団体（NGO、国際組織、学術団体、民間・ビジネス団体、国の機関）からなるも

のとする。継続性を担保するため、初代の理事会は、それぞれ 6 会員からなる 2 グループで構成する。理事

会員の半数を任期 2 年、他の半数を任期 4 年とする。続く 2 年間の任期においては、2 年の任期を終了

した半数のグループに代わり、4 年の任期をもつグループが選出される。その後は 2 年ごとに新たな 6 理

事会員が 4 年の任期をもって選出される。理事会員が任期途中でその役割を担えなくなった場合には、議

長都市との協議の上、理事会がその後任を指名する事ができる。  

第 4.3 項  事務局（Secretariat） 

事務局は管理部門を担う組織とし、総会の承認を受け理事会に指名された特定の機関として機能する。

事務局は連合の目標・目的達成を支援するための調整・連絡・データ管理・助成・資金管理等の業務を

行う。また事務局は、連合を代表して法的業務を行うことができる。事務局は管理業務と財務管理に対す

る説明責任があり、2 年ごとに総会に対して財務報告書を提出しなければならない。理事会の推薦と総会

の承認により、事務局を他の組織・協会・その他適切と思われる団体等に交替することができ、所在する国

において適切な団体として登録する。   
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第 4.4 項  活動部会（Working Committee）  

活動部会は連合の正会員および準会員からなり、理事会に推薦され総会の承認を受けた特定のプロ

ジェクト・活動を行うために組織される。部会の条件は必要に応じて作成される。   

第 4.5 項  表彰委員会（Committee on Awards） 

表彰委員会は、理事会の推薦と総会の承認により 2 年ごとに組織される。表彰委員会は多様性をもつ

ように部門・グループ・地域から選出された 8 人のメンバーから構成され、健康都市の際立った取り組みに

対する評価を行う。   

第 4.6 項  総会の開催・議長都市（Convenor and Chair City of the General Assembly） 

総会の開催・議長都市は、任期 2 年で、総会により選出される。開催都市は次回の総会開催時のホス

ト都市となり、総会における議長都市となる。   

第 4.7 項  支部（Chapters） 

連合の支部は、理事会に推薦され総会の承認を受けて国ごとに組織され、活動する国で登録される。   

第 5 条  会員規定（Membership）  

第 5.1 項  都市は下記の手続きを行うことで、連合のメンバーとなる。  

a) 会費（Membership fee）およびその他の支払われるべき費用（Annual dues）の支払い  

b) インフォメーションシートの作成   

c) 下記の書類の提出   

  1) ヘルシーシティーの理念に則った書面による政策声明の作成   

  2) 将来のビジョンと目標   

  3) 都市のプロフィールデータ   

  4) 優先的健康課題の分析   

これらに加え、下記の書類の提出が望ましい。   

  ・ 組織横断的な取り組みを行う仕組み   

  ・ コミュニティーの参加を促す仕組み   

  ・ 問題解決のためのローカルアクションプラン   

  ・ 施策のモニタリング・評価のための指標   

  ・ 情報の発信と共有を促すシステム   

第 5.2 項  申し込み手続き  

申し込み手続きは 2 年ごとに事務局により策定され総会にて周知される。すべての正会員および準会員

は、理事会により提案され、総会によって承認された調整率によって調整された年間基本会費を支払わな

ければならない。調整率の分類は、都市の歳入額または理事会により提案された他の指標を基本とする。   

第 5.3 項  準会員の身分  

ヘ ル シ ー シ テ ィ ー に 興 味 を 持 つ す べ て の 個 人 ・ 非 都 市 団 体 が 準 会 員 と な れ る 。  

準会員は議決に関する投票権を除き、正会員と同じ役割を持つ。個人・非都市団体に関するその他の規

定については、理事会によって決定され総会の承認を受けるものとする。  

第 5.4 項  会費の支払いが滞った場合、議決に関する投票する権利を含む連合の活動に関する参加が制限

される。  

第 6 条  財政管理（Financial Management）  

第 6.1 項  資金（Sources of funds） 

連合の資金は以下の 4 つに分類される。  

a) 会費（Membership fee）  

b) 資金調達及び収入確保のための活動   

c) 他の機関・組織との取り決めによる助成金および財政的支援   

d) 寄付、後援および貢献事業   
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第 6.2 項  連合の資金は、本憲章に規定する目標・目的を達成するためのトレーニング、セミナー、ワークショッ

プ、コンサルタント、プロジェクトの運営・実行に使われる。  

第 6.3 項  事務局は、活動を行う国の会計・監査の規則を遵守し、連合の管理業務および資金管理を行う。   

第 7 条  表彰・奨励（Awards, Recognition, and Incentives for Healthy cities）   

第 7.1 項  表彰  

正会員および準会員のヘルシーシティーに関する際立った取り組みについて、2 年おきに 

表彰を行う。   

第 7.2 項  表彰分野  

2 年ごとに連合の目標・目的に関連した対象分野を決定する。表彰分野および表彰基準は、  

理事会によって提案され総会の承認を受けるものとする。  

第 7.3 項  プロジェクトの特別奨励  

プロジェクトの特別奨励は、メンバー都市の取り組みを持続・発展させるために行われることとする。   

第 8 条  実行規定および最終条項（Implementation and Final Provisions）  

第 8.1 項  2 年期間の業務およびファイナンシャルプラン（Biennium Work and Financial Plan） 

2 年期間の業務およびファイナンシャルプランは、理事会によって決定され総会の承認を受けた取り決め

に従う。  

第 8.2 項  憲章の修正  

憲章の改正は、出席者数が求められる定足数に達した総会の賛成多数によって  

行われる。  

第 8.3 項  連合の解散  

連合の解散は、出席者数が求められる定足数に達した総会の賛成多数により有効となる。  

第 8.4 項  憲章の効力の発生時期  

本憲章は連合の設立メンバーの署名をもって効力を発揮する。   

 

※原文は英語（翻訳：千葉県市川市  監修：健康都市連合事務局）  
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■ヘルスプロモーションに関する上海宣言  

～「国連持続可能な開発アジェンダ 2030」の実現に向けて～ 

（ 2016 年 11 月 21 日）  

 

我々は、健康と福祉が「持続可能な開発」の達成のために不可欠であることを認識する  

 2016 年 11 月 21 日から 24 日、我々は中国の上海において、「国連開発アジェンダ 2030」と「国連の持

続可能な開発目標（SDGｓ）9」の達成に健康と福祉が決定的に重要であることを、公式に確認した。  

 我々は、健康が、すべての人が等しく享受すべき権利であり、日常生活に不可欠な活力源であり、すべての国

において社会で共有される目標であり、優先すべき政治課題であることを、確認した。「国連の持続可能な開

発目標」は、健康に投資すること、全ての人々に格差なく保健サービスを提供すること、あらゆる年代の人々の

健康格差を解消することを、我々に義務付けている。我々は誰一人取り残さない決意である。  

 

我々は「国連持続可能な開発目標」の全てを通じた活動により、健康を増進する  

 全ての年齢の人々の健康な生活と福祉の増進は、「国連持続可能な開発目標」の全てにわたる健康の増

進と社会全体の健康増進への参画によってのみ、実現可能である。「ヘルス・プロモーション (健康増進 )に関

するオタワ憲章」が打ち出した、変革的で、実際的で、インパクトが大きく、エビデンスに基づく戦略は、今も我々

に指針を与えており、その重要性は変わっていない。健康の決定要因の全てに関して断固行動し、人々が自身

の健康を自分で管理できるようにし、住民中心の保健システムを構築することなどは、今も重要であり続けて

いる。 

 

我々は健康のために大胆な政治的選択を行う  

 我々の健康を取り巻く世界の環境は、昔と異なっている。人々の健康は地球の健康と切り離せないものであ

るし、経済成長だけでは人々の健康増進はもたらされない。健康に関する安全保障問題は高まっており、健康

に反する強力な商業権益は強まっている。多様な世界規模での健康危機は世界の急激な変化の表れであり、

統合的な対応が必要である。 

 受け入れられない健康格差が存在する中では、多くの異なる部門や地域にまたがる政治的行動が不可欠

である。健康に関してだれも取り残さないためには、女性や移民・難民、増加している人道危機や自然災害の

被害者の権利を守るべく、断固として行動しなくてはならない。我々は、良いガバナンスや、自治体と地域コミュ

ニティを通じた行動、健康リテラシーを強めることによる人々の能力と可能性の拡大を、重視する。我々は人々

の健康な生活の享受を可能にするイノベーションと開発を特に重視し、最も弱い立場にある人々の健康を重

視する。  

                             
9 2015 年 9 月、ニューヨークの国連総会で世界各国が合意した 2016 年から 2030 年の国際目標。先進国も

途上国も含めた国際社会全体の開発目標として、 17 ゴール 169 ターゲットを設定。「誰一人取り残さない」

社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組むことが打ち出されている。  
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良いガバナンスは健康のために極めて重要である  

 健康と社会的正義を実現する政策は、社会全体の利益となる。ガバナンスの機能不全は、国レベルにおいて

も自治体レベルにおいてもきわめて多くの場合、健康促進のための行動の支障となる。「国連持続可能な開

発目標」は相互依存的かつ全世界的であり、あらゆる健康上の支障の解消のための投資がもたらす多大な

潜在的利益を示している。  

 我々は、政府が国・地方・全世界のあらゆるレベルで、持続可能でない生産と消費がもたらす多大な損害を

正すための根本的な責任を担っていることを認識している。失業や危険な労働環境を生み出し健康を損なう

ようなマーケティング・投資・貿易を可能にするような経済政策を正すことも、前記の責任に含まれている。我々

はビジネス界のリーダーたちに、良い経営ガバナンスを推進し、利潤追求が人々の健康を損ねることにならない

よう、呼びかける。この点は、特に生活習慣病を予防する上で、極めて重要である。  

 

我々は誓う：  

・政府が有する権能のすべてを用いて、公共政策を通じて、市民の健康を護り福祉を増進する；  

・健康に有害な商品に対する立法・規制・課税を強化する； 

・強力な公衆衛生システムの構築など、健康と福祉への新たな投資を促進するための強力な道

具としての財政政策を推進する； 

・市民を健康面でも経済面でも保護するための効果的な手法として、全ての人々に格差なく保健

サービスを提供する；  

・市民社会の広範な参画を可能とするため、透明性と社会的説明責任を確保する；  

・多国間にまたがる保健問題の改善のため、グローバルなガバナンスを強化する； 

・重要性と価値を増しつつある伝統医療を重視する。伝統医療は「国連持続可能な開発目標」

を含む、保健上の成果を上げるうえで貢献し得るものである。 

 

都市と地域コミュニティは健康のための極めて重要な場である  

 健康は日常生活の場、つまり人々が住み、愛しあい、働き、買い物をし、遊ぶ近所や地域で生み出されている。

健康は、都市の持続可能な発展の最も効果的な指標であり、都市をすべての人を包み込み、安全で、災害復

旧力のあるようにするために役立つものである。  

 我々は首長とともに、急激な田舎から都市への人口移動や、世界規模での人口移動、経済停滞、高い失業

率や貧困、環境悪化や公害等の、危険な組み合わせの解消に取り組まなくてはならない。我々は、都市の貧し

い地区の人々が他の地域と比べて、はるかに不健康に苦しみ保健医療サービスの利用に困難を味わうという

ことを、断じて受け入れることはできない。  

 

我々は誓う：  

・社会イノベーションやインタラクティブ・テクノロジーを活用しながら、都市において保健・福祉政策

と他の諸政策の共通利益を生み出す政策を優先的に実行する。  

・格差解消と社会的包摂を進めるため、都市は、地域コミュニティの強力な参画を通じて、多様な

住民の知見や技能を高め、重要問題を解決する。そうした都市を支援する。  

・保健社会保障サービスを、利用機会の公平という点から最適化し、人々と地域コミュニティが中

心となるようにする。  
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健康リテラシーは、格差解消の実現への力を与える  

 健康リテラシーは、個々の住民に能力と可能性を与え、集団的なヘルス・プロモーション行動に参画させるも

のである。政策決定者や投資家が高い健康リテラシーを有していることは、彼らに健康において成果を上げ、

共通利益を実現し、健康決定要因について効果的な行動を実施すべく努力せしめるものである。健康リテラ

シーは高品質な教育と生涯学習への包摂的かつ平等なアクセスにより築かれるものである。生涯かけて伸ば

すべき技能や能力の一部でなければならず、何よりもまず学校のカリキュラムで学ぶべきものである。  

 

我々は誓う：  

・健康リテラシーを健康の重要要因であると認識し、その強化のために投資する；  

・すべての人々にすべての教育の場で健康リテラシーを強化するための国・地方レベルでの多部門

にまたがる戦略を、開発し、実施し、成果をモニターする；  

・デジタル技術の可能性を広げることで、住民が自身の健康と健康決定要因をより管理できるよ

うにする； 

・価格政策・情報の透明化・ラベルの明示化により、健康な選択を支える消費環境を築く 

 

行動の呼びかけ  

 我々は、健康が政治的選択であることを認識したうえで、健康に有害な利害に対抗策をとり、特に女性が健

康を目指すための能力や可能性を広げる上での障害を除去する。我々は、民間企業から市民社会に至る異

なるセクターの異なる地位の政治リーダーたちに対して、我々とともに「国連持続可能な開発目標」のすべての

健康と福祉の増進を断固目指すよう、呼びかける。健康上の課題を解決するには関係する人々すべてが協調

的に行動することが必要であり、そのために皆が責任を共有している。この上海宣言により、我々国際会議参

加者は、ヘルス・プロモーションのための政治的コミットメントと財政投資を強めることで、「国連持続可能な開

発目標」の実現への動きを加速させることを誓う。  
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■「健康都市に関する上海市長コンセンサス 2016」(大和市訳) 

（ 2016 年 11 月 21 日）  

 

 我々、2016 年 11 月 21 日に上海に集った世界各地の 100 人以上の市長は、健康と持続的な都市

化の発展は切り離せないものであるという認識を共有し、両者をともに推進すべくゆるぎない決

意を持っている。我々はまた、健康と福祉が、「国連持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」

と国連「持続可能な開発目標」の中核であることを認識している。  

 

健康と福祉を推進する都市は、持続的発展の中心的要素である  

 市長や地域のリーダーは、国連の「持続可能な開発目標」推進のあらゆる面において、決定的な

役割を果たすことができる。我々は市長として、各々の都市が全ての住民を排除せず、安全であり、

災害等からの復旧力があり、持続的であり、健康であるようにすべく、単独でも集団でも行動する

責任を負っている。我々は住民の誰も取り残さないことを決意している。都市は住民全員のものだ

からである。  

健康は、地域レベルでは、あらゆる年齢の住民が暮らし、愛し、働き、学び、遊ぶ近所やコミュ

ニティといった日常生活のセッティング 10で創られる。全員のための健康は、地域のリーダーシッ

プと市民参加なしには生まれない。市民の良好な健康は、いかなる都市においても、持続的な発展

を成功裏に達成するうえで、最も強力で効果的な指標である。このため健康は、すべての市長の政

策課題の中心となるのである。  

我々は、すべての都市のすべての住民がより健康で、安全で充実した人生を送れるよう、諸条件

を整える政治的な責務を負っている。都市は地域コミュニティに最も近い場所で計画と政策決定

を行う場所である。したがって都市は、地域コミュニティの見解や意見、ニーズを汲み取らなくて

はならない。我々は、特に女性や子供、その他の潜在的に脆弱な地位に置かれている住民に力を与

えるために、障害を取り除き、都市環境においてすべての年齢の住民がそれぞれの潜在力と能力を

全面的に発揮できるよう、支援しなくてはならない。  

 

健康のための良いガバナンスを確約する  

健康都市は、健康のための良いガバナンスを実施するための、そして健康リテラシーを向上する

ことにより健康を増進するための、舞台である。我々は市長として、市政のあらゆる政策領域で健

康のための政策的選択を優先すること、そして我々の政策と活動のすべてについて健康に与える

影響を測定評価することを約する。「持続可能な開発目標」を達成するには、世界と各国レベルの

目標を、各都市の計画およびプログラムと緊密に連携させる必要がある。我々は、「持続可能な開

発目標」の課題を反映した 5 つのガバナンス原理に基づいて行動することを合意した。  

 

 

 

                             
10 「セッティング」 :社会生活の中で人々がまとまって活動する空間。  
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我々のガバナンス原理  

我々は市長として、以下の健康都市ガバナンス原理に則ることを約する。  

１．健康をすべての政策の中核的な検討要素とする：健康と市の他の政策との間の共通利益を生み

だす政策を優先し、関連するすべての主体をパートナーシップに基づいた都市計画の立案に

関わらせる。  

２．社会、経済、環境など、健康決定要因のすべてについて問題を解決する：貧困と格差を解消し、

個人の権利に関する状況を改善し、社会資本といかなる住民も排除しない社会を築き、持続的

な都市資源の活用を促すような、都市開発の計画と政策を推進する。  

３．地域コミュニティの強い参加を促す：学校、職場その他のセッティングで健康を増進させ、健

康に関する知識を向上させ、社会の技術革新と［ ICT などの］インタラクティブなテクノロジ

ーにより住民の知識と優先事項を支えるなど、統合的・総合的な手法を進める。  

４．保健・社会福祉事業において平等の達成を主目標とする：公共サービスへの公平なアクセスを

確保し、全住民が適切な医療保険サービスを金銭的に大きな負担を伴わずに受けられること

を目標とする。  

５．福祉、病気の負担、健康決定要因について、アセスメントとモニタリングを行う：アセスメン

トとモニタリングから得られた情報を活用して、政策とその実施を改善する。特に不平等の解

消と、市民に対する説明の透明性の向上を重視する。  

 

我々は健康都市アクションプログラムを実践する   

 我々は、健康都市を創りだすには、単独の部門のみが責任を負えばよいのではなく、市政全体

で総合的なアプローチを進める必要があることを認識している。  

 我々はまた、「国連持続可能な開発目標」の第 3 目標(すべての住民に良好な健康を)と第 11 目

標（都市と人々の住居空間を、いかなる住民も排除せず、安全で、復旧力を持ち、持続可能にする）

の間には強い関連があることを認識するとともに、健康と福祉を増進して健康格差を解消するた

めに我々の都市の潜在力を全面的に発揮することが、上記の 2 目標の実現の助けになることを認

識している。  

 都市は持続的発展のための最前線であり、我々は、市長が決定的な違いを生み出すための力を持

っているものと確信している。国連 2030 年目標を各地域において達成するために、我々は野心的

でなくてはならないし、野心的であり続ける。我々は説明責任を果たすうえでも、健康に関する目

標を設定する。こうした野心的な最優先目標の達成を目指すには、都市の住民全員がそれぞれの役

割を果たさなくてはならないことを、我々市長は認識している。  
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健康都市の 10 大最優先活動領域  

 我々は市長として、「国連持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」を各都市で実現するた

め、以下の健康都市の 10 大最優先活動領域を統合的に進めることを約する。我々は、  

１．全ての住民の基本的なニーズ (教育、住居、雇用、安全 )の実現に努めるとともに、より平等で

持続可能な社会保障システムの構築を目指す  

２．産業と都市のグリーン化を進め、エネルギーと大気をクリーンにすることにより、都市におけ

る大気・水・土壌の汚染を解消し、気候変動への取り組みを各都市レベルで進める  

３．子供たちに投資をする。子供の幼少期の成長を優先し、保健・教育・社会保障のいかなる政策

と計画においても取り残される子供たちが決していないようにする  

４．女性と幼女に安全なまちにする。特にセクハラやジェンダーに基づく暴力から女性たちを守る  

５．貧民街、スラム、非定住者、移民、難民の健康と生活の質を向上させ、こうした人たちが住ま

いと保健サービスを確実に利用できるようにする  

６．障がい者、HIV エイズ感染者、高齢者などに対する、様々な形の差別を解消する  

７．免疫、水の浄化、衛生、ごみ管理、感染症媒介害虫対策などにより、都市を感染症から守る  

８．魅力的で緑にあふれた歩行・運動環境の整備や、活力ある公共交通インフラの整備、強力な交

通安全法規、遊びやレジャー施設への容易なアクセスの実現などにより、持続的な都市移動を

可能とするまちを創る。  

９．健康な食品や安全な水へのアクセスの確保や、砂糖と塩の摂取減、危険な飲酒を減らすための

規制強化・価格政策・教育・課税強化などを含めた対策の実施などによる、持続的で安全な食

品政策を実施する  

１０．公共空間や公共交通での禁煙環境のための法的整備や、都市におけるたばこ関連の広告・プ

ロモーション・後援の禁止による、禁煙都市を実現する  

 

我々は、健康のために大胆な政策決定を行うという断固とした決意を、ここに表明する。  

 すでに多くの都市が、都市間ネットワークにおいて、新しい都市政策課題に関する決然とした政

策行動をとることを通じて、「持続可能な開発目標」の実現のために貢献している。我々はこの実

現のため、今後も健康都市ネットワークを通じて貢献する。  

 我々は、大小や貧富を問わずすべての都市の市長と都市リーダーたちに対して、この運動に加わ

るよう呼び掛ける。  

 我々は、それぞれの都市の計画とプログラムを地球レベルあるいは国レベルの目標と結びつけ、

都市を可能な限り健康にすることを目指していく中で、それぞれの経験と優れた取り組みをお互

いに共有することを約する。我々は WHO に対して、運動強化への支援と地球のすべての地域での

健康都市ネットワークの強化を求める。  

 我々はこの野心的な目標を達成すべく、全体としての政治的決意を表明し確たるものとするた

め、定期的に会することを約する。  
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■大和市健康都市推進市民会議設置要綱  
（平成 22 年 1 月 15 日公表）  

（目的）                               
第 1 条  この要綱は、大和市健康都市プログラムに基づく健康都市推進施策の具体的な取組の検討に資
するため、大和市健康都市推進市民会議（以下「市民会議」という。）の設置に関し、必要な事項を定
めるものとする。  

（所管事項）  
第 2 条  市民会議は、次に掲げる事項について必要な議論を行い、必要に応じて市長に意見を述べる。  

(1) 大和市健康都市プログラムに掲げるリーディングプロジェクトの具体的な取組内容に関すること。 
(2) 前号に規定するリーディングプロジェクトを実践する仕組みの検討に関すること。  

（構成員等）  
第 3 条  市民会議は、次に掲げる区分により選出された 9 人以内の委員をもって組織する。  
 (1) 市内で健康づくり活動に携わる者  
 (2) 公募による市民  
2 委員の任期は、2 年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期
間とする。  

（会長及び副会長）  
第 4 条  市民会議に会長及び副会長を置くものとし、委員の互選により選出する。  
2 会長は、市民会議の会務を総理し、市民会議を代表する。  
3 副会長は、会長を補佐し、会長が欠けたとき、又は会長に事故があるときは、その職務を代行する。 
（市民会議の招集等）  
第 5 条  市民会議は、会長が招集する。  
2 市民会議は、必要があると認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができ
る。  

（庶務）  
第 6 条  市民会議の庶務は、健康都市主管課が行う。  
（その他）  
第 7 条  この要綱に定めるもののほか、市民会議の運営について必要な事項は、別に定める。  

附  則  
 この要綱は、公表の日から施行する。  
 

■健康都市推進庁内検討会議設置要領  
 

（趣旨）  
第 1 条  この要領は、健康都市推進庁内検討会議（以下、「検討会議」という。）の設置に関し、必要な
事項を定めるものとする。  

（所管事項）  
第 2 条  検討会議は、次に掲げる事項を所管する。  

(1) 健康都市推進の手法の検討に関すること。  
(2) 大和市健康都市プログラム（以下「プログラム」という。）の進行管理に関すること。  
(3) プログラムの見直しに関すること。  
(4) その他、検討会議で必要と認めた事項。  

（構成員等）  
第 3 条  検討会議の構成員は、健康都市推進庁内検討会議名簿（別表）のとおりとする。  
（議長及び副議長）  
第 4 条  検討会議に、議長及び副議長を置くものとし、会員の互選により選出する。  
2 議長は、検討会議の会務を総理し、検討会議を代表する。  
3 副議長は、議長を補佐し、議長が欠けたとき、又は議長に事故があるときは、その職務を代行する。 
（検討会議の招集等）  
第 5 条  検討会議は、議長が招集する。  
2 議長は、必要があると認めたときは、構成員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 
（代理者の出席）  
第 6 条  検討会議の構成員が、やむを得ない理由により出席できない場合は、代理者を出席させること
ができる。  

（庶務）  
第 7 条  検討会議の庶務は、総合政策課が行う。  
（その他）  
第 8 条  この要領に定めるもののほか、検討会議の運営について必要な事項は、議長が定める。  
 
附  則  
この要領は、平成 21 年 9 月 2 日から施行する。  

附  則  
（施行期日）  
 この要領は、令和３年４月１日から施行する。  
別表（第 3 条関係）  
市長室秘書総務課長  文化スポーツ部文化振興課長  
政策部政策総務課長  街づくり施設部街づくり総務課長  
総務部総務課長  市立病院事務局病院総務課長  
市民経済部市民活動課長  消防本部消防総務課長  
環境施設農政部環境総務課長  教育部教育総務課長  
健康福祉部健康福祉総務課長   
こども部こども総務課長   

 



                                                               

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


